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古
今
集
に
お
け
る
年
代
区
分
の
再
考
（
一
）

―
―
従
来
説
の
検
討
―
―

小
　
橋
　
龍
　
人

は
じ
め
に

本
論
は
『
古
今
和
歌
集
』（
以
下
〈
古
今
集
〉
と
す
る
）
の
研
究
に
お
け
る
年
代
区
分
の
再
考
を
目
的
と
す
る
。

古
今
集
に
は
詠
作
時
期
の
異
な
る
歌
が
収
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
年
代
の
区
分
と
し
て
三
期
を
設
け
る
こ
と
が
半
ば
通
説
と
な
っ
て

い
る
。
い
わ
ゆ
る
第
一
期
「
読
人
知
ら
ず
」、
第
二
期
「
六
歌
仙
」、
第
三
期
「
撰
者
」
時
代
の
三
期
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

時
期
が
指
す
年
代
の
幅
に
つ
い
て
は
、
諸
研
究
で
相
違
が
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
二
〇
〇
〇
年
代
前
後
の
研
究〔

一
〕で

は
第
二
期
の
開
始
時

期
の
違
い
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
開
始
を
文
徳
朝
か
ら
（
嘉
祥
三
年
〔
八
五
〇
〕
～
）
と
す
る
小
沢
正
夫〔

二
〕と

、
仁

明
朝
か
ら
（
天
長
一
〇
年
〔
八
三
三
〕
～
）
と
す
る
島
田
良
二〔

三
〕の

説
が
相
容
れ
な
い
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。

た
だ
、
小
沢
、
島
田
の
両
説
は
そ
れ
以
前
の
研
究
を
受
け
て
成
立
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
当
然
、
年
代
区
分
の
検
討
に
お
い
て
は
、

こ
の
両
説
以
外
に
も
多
く
の
論
が
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
従
来
の
年
代
区
分
論
を
調
査
す
る
と
、
年
代
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観
や
時
期
の
幅
の
相
違
は
第
二
期
に
関
す
る
部
分
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
さ
ら
に
は
一
期
の
年
代
区
分
に
関
連
し
「
読
人
知
ら
ず
」

の
捉
え
方
に
つ
い
て
も
見
解
の
相
違
が
み
ら
れ
る
。

そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
、
明
治
時
代
以
降
の
主
要
な
年
代
区
分
論
に
お
け
る
年
代
区
分
の
捉
え
方
、
立
場
、
視
点
を
整
理
し
た
上
で
、

古
今
集
歌
の
年
代
区
分
を
行
う
た
め
に
は
、
詠
者
注
記
等
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
詠
者
に
よ
る
年
代
（
＝
詠
者
の
年
代
）、
和
歌
集
の
詞

書
や
古
記
録
及
び
そ
の
他
の
資
料
等
に
よ
っ
て
示
す
こ
と
が
で
き
る
詠
作
の
時
期
（
＝
詠
作
の
年
代
）、
歌
の
表
現
の
時
期
的
変
化
等

に
基
づ
く
年
代
（
＝
表
現
の
年
代
）
の
三
要
素
を
分
け
て
考
え
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
、
従
来
の
年
代
区
分
論
が
往
々
に
し
て
、

こ
の
三
要
素
を
不
用
意
に
並
立
さ
せ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
混
乱
が
生
じ
、
そ
の
結
果
、
諸
説
の
食
い
違
い
が
発
生
し
た
こ
と
を
明
ら

か
に
す
る
。

な
お
、
本
稿
に
お
い
て
筆
者
が
用
い
た
古
今
集
の
本
文
は
貞
応
二
年
本
を
底
本
と
す
る
岩
波
古
典
文
学
大
系
本
（
注
〔
三
五
〕）
の

校
訂
本
文
に
よ
り
、
適
宜
、
西
下
経
一
・
滝
沢
貞
夫
編
『
古
今
集
校
本
』（
笠
間
書
院 

一
九
七
七
年
）
を
参
照
し
た
。
他
の
歌
は
『
万

葉
集
』
の
み
国
歌
大
観
番
号
を
付
し
た
が
新
編
国
歌
大
観
に
よ
っ
た
。
引
用
中
の
〔
〕
内
の
注
記
、
傍
線
等
は
断
わ
り
の
な
い
限
り
筆

者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
明
治
か
ら
戦
前
の
研
究

　

金
子
元
臣
『
古
今
和
歌
集
評
釈〔

四
〕』

三
期
区
分
の
見
方〔

五
〕は

、
こ
の
時
期
に
お
け
る
代
表
的
な
古
今
集
の
注
釈
で
あ
る
金
子
の
著
書
か
ら
既
に
み
ら
れ
る
。
同
書
冒
頭
に
置

か
れ
た
「
古
今
和
歌
集
概
説
」
は
次
の
一
文
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
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奈
良
朝
の
は
じ
め
に
人
麻
呂
赤
人
の
両
歌
聖
が
逝
か
れ
て
か
ら
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、
記
紀
の

0

0
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余0

響
を
鼓
吹
す
る
者
が
な
く
な
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0
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、
平
安
朝
の
は
じ

0
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0

め
に
大
伴
家
持
が
薨
じ
て
か
ら

0

0

0

0

0
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0

0

0

0

、
万
葉
集
の
福
音
を
伝
道
す
る
者
が
な
く
な
つ
て
し
ま
つ
た

0

0

0

0

0
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記
紀
（『
古
事
記
』、『
日
本
書
紀
』）
や
『
万
葉
集
』
の
書
名
が
提
示
さ
れ
る
な
ど
の
文
学
史
的
な
記
述
か
ら
始
ま
る
こ
と
は
注
目
す

べ
き
で
、
こ
れ
が
全
体
の
骨
格
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
三
期
区
分
に
関
し
て
は
、
同
書
概
説
の
「
各
巻
概
観
」（
四
四
頁
）
に
至
っ

て
次
の
記
述
が
さ
れ
て
お
り
、
歌
を
三
期
に
区
分
す
る
立
場
で
、
そ
れ
が
年
号〔

六
〕に

よ
り
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

�

集
中
の
歌
を
作
者
の
詳
未
詳
に
関
は
ら
ず
、
通
じ
て
仮
に
前
中
後
の
三
期
に
区
分
し
た
。
前
期
に
奈
良
の
遺
製
か
ら
は
じ
め
て
天

長
頃
ま
で
の
作
を
統
べ
、
中
期
に
承
和
よ
り
仁
和
ま
で
の
作
を
統
べ
、
後
期
に
寛
平
延
喜
の
作
を
統
べ
た
。

「
奈
良
の
遺
製
か
ら
は
じ
め
て
天
長
頃
ま
で
」
や
「
承
和
よ
り
仁
和
ま
で
」
と
い
う
の
は
、
同
書
概
説
冒
頭
に
書
か
れ
て
い
る
次
の

指
摘
を
踏
ま
え
る
こ
と
で
そ
の
設
定
の
理
由
が
明
瞭
と
な
る
。
平
城
天
皇
の
政
治
的
敗
退
に
関
わ
る
薬
子
の
変
を
経
て
勃
興
す
る
漢
詩

文
全
盛
期
と
い
う
当
時
の
図
式
的
な
歴
史
観
を
踏
ま
え
て
展
開
さ
れ
る
記
述
で
あ
る
。

〔
七
〕

こ
の
時
代
に
お
け
る
国
歌
は
、
衰
微
と
い
ふ
よ
り
は
寧
ろ
社
会
に
忘
却
さ
れ
た
の
で
あ
つ
た

8
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。〔
略
〕
然
る
に
幸
に
し
て
風
流

宰
相
小
野
篁
の
出
現
を
見
た
。〔
略
〕
次
い
で
仁
明
天
皇
の
四
十
賀
を
行
は
れ
た
時
、
興
福
寺
の
僧
徒
が
五
七
の
長
歌
を
作
つ
て

言
ほ
ぎ
奉
つ
た
。〔
略
〕
蓋
し
歴
史
は
浪
打
つ
、
国
歌
復
興
の
気
運
は
人
の
気
付
か
ぬ
間
に
既
に
動
い
て
ゐ
た
の
で
あ
る

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8
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。

こ
こ
に
国
歌
壇
上
の
夜
は
明
け
た

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

。
黎
明
期
は
早
く
も
旭
日
天
に
冲
す
る
花
々
し
い
朝
と
な
つ
た
。
殊
に
緇
衣
界
に
は
僧
正
遍
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照
の
出
現
が
あ
つ
た
。〔
略
〕
こ
れ
と
同
時
に
古
今
の
す
き
者
在
原
業
平
が

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、0

殆
ど
競
争
的
態
度
で

0

0

0

0

0

0

0

0

、0

非
凡
の
才
を
振
ひ

0

0

0

0

0

0

0

、0〔
略
〕

復
興
の
気
運
は
全
く
熟
し
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
こ
れ
家
持
歿
後
殆
ど
一
百
年
ば
か
り
の
事
で
あ
つ
た

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

。

こ
の
二
家
絶
叫
の
反
響
と
し
て
崛
起
し
た
名
家
に
は
、
前
に
行
平
、
小
町
、
黒
主
、
康
秀
等
、
の
ち
に
深
養
父
、
興
風
、
貫
之
、

躬
恒
、
友
則
、
元
方
、
兼
輔
、
忠
岑
、
伊
勢
、
千
里
、
素
性
、
定
文
等
の
歌
仙
達
が
あ
つ
て
、
又
こ
の
外
の
人
々
、「
そ
の
名
聞

ゆ
る
野
辺
に
生
ふ
る
鬘カ

ヅ
ラの
這
ひ
ひ
ろ
ご
り
、
林
に
し
げ
き
木
の
葉
の
如
く
」
に
多
か
つ
た
。
公
私
の
歌
合
は
頻
々
と
し
て
催
さ
れ

8
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、4

屏
風
の
料
の
歌
は
各
家
の
集
中
に
必
ず
散
見
し
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献
詠
の
命
は
し
ば
〳
〵
下
さ
れ
歌
学
の
研
究
も
や
う
や
く
に
興
つ
て
来
た
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こ

れ
を
寛
平
延
喜
の
国
歌
中
興
の
時
代
と
す
る

◉

◉

◉

◉

◉

◉

◉

◉

◉

◉

◉

◉

◉

◉

◉

。

篁
を
先
駆
者
と
し
、
興
福
寺
の
僧
徒
た
ち
を
経
て
、
遍
照
と
業
平
、
そ
し
て
六
歌
仙
や
そ
れ
以
後
の
人
た
ち
を
置
く
と
い
う
人
物
で

代
表
さ
せ
る
見
方
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
三
期
区
分
と
し
て
は
「
歌
の
分
類
」
の
立
場
を
示
し
て
い
る
が
、
そ
れ
を
詳
細
に

指
摘
す
る
時
に
人
物
の
位
置
づ
け
と
不
可
分
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
し
て
、
金
子
に
お
け
る
三
期
区
分
は
「
仮
に
」

と
あ
る
よ
う
に
便
宜
的
な
も
の
だ
が
、
一
期
、
二
期
、
三
期
は
そ
れ
ぞ
れ
後
の
「
読
人
知
ら
ず
」「
六
歌
仙
」「
撰
者
」
と
全
く
同
じ
で

あ
る
。
し
か
し
、
二
期
と
三
期
の
区
分
は
「
国
歌
中
興
の
時
代
」
と
あ
る
よ
う
に
、
歌
合
や
屏
風
歌
な
ど
の
出
来
事
に
よ
っ
て
示
さ
れ

て
い
る
に
し
て
も
、
一
期
と
二
期
は
区
分
と
い
え
る
ほ
ど
明
瞭
で
な
い
。
一
期
は
「
奈
良
の
遺
製
」
と
い
う
万
葉
か
ら
の
流
れ
と
密
接

な
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
二
期
へ
の
歌
の
変
化
は
、
篁
の
出
現
と
仁
明
天
皇
四
十
賀
に
お
け
る
僧
徒
の
長
歌
に
よ
っ
て
象
徴
的
に

捉
え
ら
れ
て
い
る
（
こ
の
見
方
が
後
に
示
す
島
田
説
と
大
枠
が
変
わ
ら
な
い
こ
と
は
研
究
史
上
重
要
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、金
子
は
「
国

歌
復
興
」
の
兆
し
と
し
て
、
国
風
暗
黒
時
代
と
さ
れ
た
時
代
に
対
す
る
和
歌
と
い
う
文
脈
で
こ
の
出
来
事
を
捉
え
て
い
る
）。

ま
と
め
る
と
、
金
子
の
三
期
区
分
に
対
す
る
見
方
は
、
歌
の
区
分
で
あ
り
な
が
ら
、
歌
の
詠
者
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
時
代
の
和
歌



24

武蔵大学人文学会雑誌　第 52 巻第 1・2号

思
潮
を
反
映
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
三
期
を
「
国
歌
中
興
の
時
代

◉

◉

◉

◉

◉

◉

◉

」
と
す
る
点
や
、
原
文
の
圏
点
が
付
さ
れ
た
箇
所
に
そ

れ
が
表
れ
て
い
る
。
ま
た
、
万
葉
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
な
ど
の
文
学
史
的
視
点
を
有
し
て
お
り
、
こ
れ
は
古
今
集
内
の
歌
の

み
を
中
心
と
し
て
い
な
い
立
場
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　

安
田
喜
代
門
論〔

八
〕

金
子
に
近
い
時
代
で
著
名
な
研
究
と
し
て
は
、
安
田
喜
代
門
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。
同
氏
の
『
古
今
集
時
代
の
研
究
』
は
表
現
分

析
の
傾
向
が
強
い
研
究
で
あ
る
が
、
分
析
の
前
提
に
用
い
る
年
代
区
分
は
同
氏
の
『
口
訳
対
照
古
今
和
歌
集
』
を
参
考
文
献
と
し
た
詠

者
の
年
代
区
分
に
よ
る
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
読
人
の
明
ら
か
な
歌
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
年
代
順
に
四
期
に
配
す
る
見
方
を
示
し

て
い
る
。
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

一
期　

衣
通
姫
か
ら
三
国
の
町
（
代
表
と
し
て
は
小
野
篁
）

二
期　

業
平
の
母
か
ら
貞
登

三
期　

文
屋
康
秀
か
ら
藤
原
勝
臣

四
期　

藤
原
忠
行
以
下
（
古
今
集
選
定
時
に
現
存
の
人
々
）

こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
安
田
は
二
期
、
三
期
の
代
表
を
六
歌
仙
（
遍
照
、
業
平
、
小
町
、
康
秀
、
喜
撰
、
黒
主
）
と
し
、
さ
ら
に
こ
れ

を
二
分
し
た
の
は
「
歌
合
に
よ
つ
た
」
と
述
べ
て
い
る
（
二
四
四
頁
）。
そ
の
「
歌
合
」
と
は
何
か
を
同
書
で
は
明
言
し
て
い
な
い
が
、『
口

訳
対
照
古
今
和
歌
集
』

〔
九
〕

の
記
述
か
ら
推
測
す
る
に
寛
平
期
に
開
催
さ
れ
た
歌
合
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
だ
が
、「
四
期
と
す
る
よ
り
〔
前
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述
し
た
〕
二
期
と
三
期
と
を
合
せ
て
近
き
世

―
す
な
は
ち
六
歌
仙
時
代
と
し
、
全
部
を
三
期
と
す
る
方
が
古
今
序
の
精
神
に
か
な
つ

て
ゐ
る
か
ら
、
む
し
ろ
今
は
そ
れ
に
従
は
う
」
と
も
述
べ
て
、
安
田
独
自
の
四
期
区
分
か
ら
一
般
的
な
三
期
区
分
に
も
妥
協
す
る
視
点

を
み
せ
て
い
る
。

一
期
に
衣
通
姫
な
ど
の
上
代
人
を
含
め
る
立
場
は
、
こ
れ
ら
を
古
今
集
以
前
と
み
な
し
て
古
今
集
の
時
期
区
分
か
ら
除
外
す
る
他
の

区
分
論
と
異
な
る
。
上
代
人
に
よ
っ
て
上
代
に
詠
作
さ
れ
た
と
目
さ
れ
る
和
歌
を
も
古
今
集
の
時
期
区
分
に
含
め
る
点
で
古
今
集
論
と

し
て
注
目
に
値
す
る
視
点
を
有
し
て
い
る
。
ま
た
、
二
期
、
三
期
の
区
別
が
「
歌
合
に
よ
つ
た
」
と
い
う
の
は
、
そ
れ
ら
の
「
歌
合
」

が
寛
平
期
の
歌
合
の
こ
と
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、「
近
き
世
」
の
中
で
も
四
期
に
近
い
寛
平
期
の
歌
合
に
も
み
え
る
人
物
と
そ
れ

以
前
の
人
物
を
分
け
る
見
方
と
な
っ
て
い
る

〔
一
〇
〕。

古
い
研
究
だ
が
、
分
類
が
詳
細
な
点
は
分
析
の
視
点
と
し
て
評
価
す
べ
き
で
あ
る
。

し
か
し
、
安
田
は
四
期
区
分
よ
り
も
三
期
区
分
の
方
が
「
序
の
精
神
」
に
か
な
っ
て
い
る
こ
と
も
合
わ
せ
て
指
摘
し
て
い
た
。
安
田

の
い
う
「
序
の
精
神
」、
す
な
わ
ち
、
古
今
集
の
仮
名
序
に
述
べ
ら
れ
た
「
い
に
し
へ
（
古
）」「
ち
か
（
近
）
き
世
」「
い
ま
（
今
）」

の
三
期
区
分
を
尊
重
す
る
視
点
は
多
く
の
研
究
が
踏
襲
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
安
田
も
こ
の
序
を
根
拠
に
分
析
的
な
四
期
区
分

か
ら
三
期
区
分
へ
妥
協
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
以
後
の
研
究
に
は
三
期
を
よ
り
細
分
化
し
た
視
点
は
引
き
継
が
れ
ず
、
も
っ
ぱ
ら
三

区
分
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
研
究
に
お
い
て
重
要
な
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
。

な
お
、
読
人
知
ら
ず
歌
に
つ
い
て
は
「
古
い
の
も
あ
り
、
新
し
い
の
も
あ
る
。
そ
れ
を
類
別
す
る
標
準
と
し
て
は
、
題
の
知
ら
れ
る

も
の
と
否
と
に
よ
る
の
で
あ
る
。
題
知
ら
ず
読
人
し
ら
ず
は
概
し
て
古
く
、
題
の
知
ら
れ
る
読
人
知
ら
ず
は
概
し
て
新
し
い
」（
二
九
三

頁
）
と
い
う
見
方
が
示
さ
れ
て
い
る
。

読
人
知
ら
ず
に
お
い
て
「
題
知
ら
ず
」
と
「
題
の
知
ら
れ
る
」
も
の
を
区
別
す
る
点
も
、
単
純
な
分
類
だ
が
、
そ
の
後
の
研
究
（
例

え
ば
本
稿
第
三
節
で
扱
う
小
沢
の
論
）
と
比
べ
て
分
析
的
態
度
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
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以
上
の
よ
う
に
、
安
田
の
分
類
は
詠
者
の
年
代
に
よ
っ
て
い
る
。
こ
の
点
で
、
安
田
の
研
究
に
お
け
る
表
現
の
年
代
は
、
詠
者
の
年

代
を
根
拠
と
し
て
導
き
出
さ
れ
る
付
随
的
な
論
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
研
究
の
視
点
に
お
け
る
問
題
と
し
て
は
、
詠
者

の
年
代
は
三
期
区
分
以
上
に
詳
細
な
分
析
が
可
能
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
「
序
の
精
神
」
に
よ
っ
て
妨
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
る
。
安
田
の
表
現
分
析
は
後
述
す
る
小
沢
正
夫
の
研
究
で
も
参
照
さ
れ
て
い
る
が
、
同
研
究
で
は
上
述
の
詠
者
に
関
す
る

四
期
区
分
に
は
触
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
研
究
史
上
の
問
題
点
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
い
で
い
る
。

　

窪
田
空
穂
『
古
今
和
歌
集
評
釈〔

一
一
〕』

金
子
の
評
釈
と
並
ぶ
戦
前
か
ら
の
著
名
な
古
今
集
注
釈
に
窪
田
空
穂
の
著
書
が
あ
る
。
概
説
に
お
け
る
三
区
分
に
関
す
る
記
述
は
次

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

古
今
和
歌
集
は
、
普
通
、
年
代
順
に
よ
つ
て
三
歌
群
に
分
た
れ
て
ゐ
る
。
第
一
は
、
詠
み
人
知
ら
ず
の
歌
群
で
あ
る
。
こ
れ
は

古
今
和
歌
集
と
し
て
は
混
沌
時
代
で
、
歌
風
と
し
て
は
直
ち
に
万
葉
集
に
接
し
た
も
の
だ
と
さ
れ
て
ゐ
る
。
第
二
は
、
謂
は
ゆ
る

六
歌
仙
時
代
の
歌
群
で
あ
る
。
こ
れ
は
混
沌
時
代
を
去
つ
て
、
古
今
和
歌
集
の
歌
風
が
確
立
し
た
時
代
と
さ
れ
て
ゐ
る
。
第
三
は
、

撰
修
時
代
の
歌
群
で
あ
る
。
こ
れ
は
六
歌
仙
時
代
を
進
め
て
、
そ
の
歌
風
を
大
成
し
、
頂
点
に
ま
で
到
達
せ
し
め
た
時
代
と
し
て

ゐ
る
の
で
あ
る
。

窪
田
の
論
は
、年
代
に
よ
る
三
区
分
に
伴
う
歌
風
変
遷
の
分
析
に
対
し
て
、従
来
の
研
究
が
疎
略
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
も
の
で
、

三
区
分
を
「
歌
群
」
と
し
て
捉
え
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
読
人
知
ら
ず
の
歌
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。
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詠
み
人
知
ら
ず
の
歌
群
は
、
本
来
は
口
唱
さ
れ
て
ゐ
た
物
で
、
口
唱
文
学
の
特
質
と
し
て
の
流
動
を
続
け
て
来
、
最
後
に
記
録

さ
れ
る
時
に
は
、
記
録
さ
れ
た
時
代
、
即
ち
撰
修
時
代
の
歌
風
に
よ
つ
て
可
な
り
ま
で
の
改
作
を
経
た
も
の
で
は
無
い
か
と
思
は

れ
る
。
或
は
又
、
撰
集
時
代
と
略
々
同
時
の
作
で
あ
つ
て
、
そ
こ
に
あ
る
多
少
の
差
は
、
作
者
の
社
会
的
階
級
の
差
よ
り
来
て
ゐ

る
も
の
で
は
無
い
か
と
も
思
は
れ
る
。

読
人
知
ら
ず
歌
に
対
し
て
二
つ
の
視
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
一
点
目
は
、
撰
集
時
代
の
も
の
で
社
会
的
階
級
の
差
か
ら
名
前
の
な

い
も
の
が
あ
る
と
い
う
視
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
官
位
の
低
い
人
物
に
お
い
て
は
往
々
に
し
て
名
前
を
明
か
さ
れ
な
い
こ
と
が
勅
撰
集
に

あ
っ
た
と
さ
れ
る
こ
と
が
元
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
詳
し
く
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い

〔
一
二
〕。

重
要
な
の
は
二
点
目
で
、
古
い
歌
で
も
、
記
録
さ
れ
た
時
代
の
歌
風
に
よ
っ
て
か
な
り
の
改
作
を
経
た
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
視
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
本
来
は
古
い
歌
で
も
、
時
代
を
経
て
伝
わ
る
と
歌
風
、
す
な
わ
ち
、
表
現
か
ら
み
て
違

う
時
期
の
も
の
と
し
て
分
類
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
視
点
は
、
詠
者
の
年
代
や
詠
作
時
期
の
年
代
に
対
し
て
歌
表
現
の
年
代
は
そ
れ
へ
付
随
す
る
の
で
な
く
、
独
立
し
た
要
素
と
し

て
考
え
ら
れ
る
と
す
る
見
方
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
元
は
古
い
歌
で
あ
っ
て
も
、
表
現
の
年
代
が
撰
者
時
代
と
変
わ
ら
な
い
も

の
が
読
人
知
ら
ず
に
あ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、歌
の
年
代
は
、従
来
の
金
子
や
安
田
の
研
究
の
よ
う
に
詠
者
の
年
代
に
よ
っ

て
示
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
表
現
の
年
代
と
い
う
観
点
か
ら
区
別
で
き
る
と
い
う
視
点
が
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
窪
田
論

に
お
け
る
三
区
分
が
詠
者
の
年
代
や
詠
作
の
年
代
に
付
随
し
た
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
三
区
分
を
「
歌
群
」
と
し
て
捉
え
て
い
る
点
に

表
わ
れ
て
い
る
。
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二
、
戦
後
期
の
研
究

戦
後
の
早
い
時
期
の
研
究
と
し
て
は
、
太
田
水
穂
と
小
西
甚
一
の
区
分
論
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
（
他
に
も
同
時
代
で
年

代
区
分
に
触
れ
た
も
の
は
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
研
究
史
上
の
説
明
を
加
え
る
必
要
も
認
め
に
く
い
た
め
、
論
末
尾
の
表
で
の
み
簡
潔
に

記
し
た
）。
太
田
、
小
西
の
両
説
は
そ
れ
以
前
の
も
の
と
結
論
が
相
違
し
、
か
つ
、
戦
後
以
降
に
流
布
す
る
も
の
と
も
時
期
区
分
の
枠

組
み
や
そ
れ
を
支
え
る
発
想
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

　

太
田
水
穂
「
六
歌
仙
時
代

―
万
葉
集
よ
り
傾
斜
す
る
一
断
面
―
―〔

一
三
〕」

太
田
の
論
考
は
六
歌
仙
期
の
歌
に
つ
い
て
語
る
も
の
だ
が
、
読
人
知
ら
ず
の
位
置
づ
け
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
で
知
ら
れ
、
秋
山〔

一
四
〕虔

も
こ
れ
を
取
り
上
げ
て
年
代
区
分
論
に
問
題
を
提
唱
し
た
時
期
が
あ
っ
た
。
以
下
、
太
田
論
を
引
用
す
る
。

六
歌
仙
時
代
と
い
ふ
も
の
は
、
古
今
集
前
駆
時
代
の
そ
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
つ
て
汎
く
こ
れ
を
見
渡
す
な
ら
ば
、
桓

武
天
皇
か
ら
起
こ
つ
て
平
城
、
嵯
峨
、
淳
和
の
漢
詩
文
期
四
朝
を
経
由
し
、
仁
明
、
文
徳
、
清
和
、
陽
成
四
朝
の
い
は
ゆ
る
六
歌

仙
輩
出
の
時
期
に
亘
り
、
そ
れ
よ
り
さ
ら
に
光
孝
、
宇
多
両
帝
ま
で
を
包
容
す
る
も
の
と
す
れ
ば
約
百
年
が
そ
れ
に
相
当
す
る
と

見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

従
来
説
の
よ
う
に
、
固
定
的
に
天
皇
の
在
位
時
期
な
い
し
年
号
や
人
物
か
ら
三
期
を
区
別
し
て
い
る
と
い
う
よ
り
は
、
段
階
的
に
移

り
変
わ
っ
て
い
く
そ
の
動
的
な
変
化
を
「
包
容
す
る
も
の
」
と
し
て
漠
然
と
捉
え
て
い
る
と
み
る
べ
き
だ
が
、
六
歌
仙
時
代
と
読
人
知

ら
ず
歌
の
関
係
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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予
の
鑑
賞
は
従
来
多
く
の
人
々
の
見
解
と
異
つ
て
く
る
の
で
、
こ
れ
等
読
人
し
ら
ず
一
群
の
歌
を
し
ば
ら
く
そ
れ
等
の
説
に
依

つ
て
桓
武
四
朝
の
後
、
六
歌
仙
期
の
前
へ
入
れ
て
比
較
し
て
み
る
と
す
れ
ば
、
そ
こ
に
安
定
し
な
い
無
住
を
感
じ
る
の
で
も
そ
の

事
が
分
明
し
よ
う
。

こ
れ
を
図
示
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
　

 

（
国
風
暗
黒
時
代
）　　
　
　

万
葉
の
後
期　

→　

六
歌
仙
時
代　

→　
（
読
人
知
ら
ず
歌
）　

→　

撰
者
時
代

太
田
が
「
六
歌
仙
期
の
前
へ
入
れ
て
比
較
し
て
み
る
」
と
い
う
「
読
人
し
ら
ず
一
群
の
歌
」
と
は
、
読
人
知
ら
ず
歌
「
も
ゝ
ち
ど
り

さ
へ
づ
る
春
は
物
ご
と
に
あ
ら
た
ま
れ
ど
も 
我
ぞ
ふ
り
ゆ
く
」（
春
上
・
二
八
）
な
ど
を
含
む
七
首
で
あ
り
、
こ
れ
ら
が
「
古
今
集
正

雅
の
調
」
と
し
て
挙
が
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
『
日
本
後
紀
』
な
ど
の
歌
や
六
歌
仙
の
歌
に
続
い
て
説
明
の
中
で
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、

表
現
の
変
遷
か
ら
の
指
摘
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
研
究
史
的
に
は
窪
田
が
「
歌
群
」
と
し
て
位
置
づ
け
た
視
点
を
受
け
継
い

で
い
る
と
い
え
、
詠
者
の
位
置
づ
け
が
先
行
し
て
い
る
論
と
は
一
線
を
画
し
て
い
る
。

太
田
の
説
を
含
ん
だ
古
今
集
の
研
究
と
し
て
は
、
後
に
宇
佐
美
昭〔

一
五
〕徳の

も
の
が
あ
り
、
巻
の
配
列
論
と
絡
め
て
歌
の
年
代
性
の
検
討

を
試
み
て
い
る
。
小
沢
、
太
田
説
に
加
え
、
次
に
述
べ
る
小
西
甚
一
の
説
を
並
べ
「
読
人
し
ら
ず
歌
の
『
歌
風
』
と
し
て
指
摘
す
る
も

の
を
比
較
し
て
み
る
と
、『
準
万
葉
風
』（
旧
説
〔
小
西
甚
一
他
〕）
か
ら
『
古
今
集
正
雅
の
調
』（
太
田
氏
）
ま
で
大
変
幅
が
あ
る
」
と

し
て
、
こ
れ
は
読
人
知
ら
ず
の
時
期
の
幅
と
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
す
る
。
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だ
が
、
太
田
論
は
、
読
人
知
ら
ず
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
別
説
を
述
べ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
研
究
の
視
点
と
し
て
、
詠
者
の
年
代

と
は
別
に
表
現
の
年
代
を
考
え
て
い
る
点
が
重
要
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

小
西
甚
一
校
註
『
古
今
和
歌
集〔

一
六
〕』

小
西
説
は
「
古
」「
今
」
と
い
う
大
枠
の
中
で
各
三
期
を
位
置
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。
同
書
「
古
今
和
歌
集
解
説
」
で
は
、
次
の
よ

う
な
歴
史
的
な
視
点
が
示
さ
れ
て
い
る
。

�

平
城
天
皇
の
御
代
あ
た
り
ま
で
は
、
や
は
り
万
葉
風
の
歌
が
続
い
て
ゐ
た
や
う
で
あ
る
。
然
る
に
、
嵯
峨
天
皇
の
御
代
に
な
る
と
、

情
勢
は
急
転
し
た
。
と
い
ふ
の
は
、
嵯
峨
天
皇
は
非
常
な
唐
ご
の
み
で
ゐ
ら
れ
、
漢
詩
漢
文
を
よ
ほ
ど
ご
奨
励
に
な
つ
た
ら
し
い
。

そ
の
結
果
、
漢
詩
漢
文
が
猛
烈
な
勢
で
流
行
し
た
反
面
、
和
歌
は
さ
つ
ぱ
り
振
は
な
く
な
つ
た
。
次
の
淳
和
天
皇
か
ら
仁
明
天
皇

お
よ
び
文
徳
天
皇
の
御
代
に
か
け
て
も
、
こ
の
形
勢
は
変
ら
な
い
。

こ
う
述
べ
た
後
、
在
位
す
る
天
皇
と
対
応
す
る
時
期
の
図
表
を
示
し
て
い
る
。
簡
潔
に
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

一
期　
　
　
（
淳
仁
、
称
徳
、
光
仁
、
桓
武
、
平
城
の
五
十
年
間
）　

→
準
万
葉
時
代
（
古
）

暗
黒
時
代　
（
嵯
峨
、
淳
和
、
仁
明
、
文
徳
の
五
十
年
間
）　　
　
　

→
（
和
歌
中
絶
期
）

二
期　
　
　
（
清
和
、
陽
成
、
光
孝
の
三
十
年
）　　
　
　
　
　
　
　

↙

三
期　
　
　
（
宇
多
と
醍
醐
の
延
喜
五
年
ま
で
の
二
十
年
間
）　　
　

↘
古
今
集
時
代
（
今
）
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こ
れ
ら
に
つ
い
て
「
第
一
期
の
歌
は
殆
ど
す
べ
て
詠よ
み

人ひ
と

し
ら
ず
と
な
つ
て
ゐ
る
の
で
、
こ
の
期
を
詠
人
不
知
時
代
と
も
い
ふ
が
、
第

二
期
第
三
期
に
も
詠
人
し
ら
ず
の
歌
が
少
な
く
な
い
か
ら
、
適
切
な
よ
び
か
た
で
は
な
い
。
ま
た
第
二
期
を
歌
仙
時
代
、
第
三
期
を
撰

集
時
代
と
よ
ぶ
こ
と
も
あ
る
」（
八
頁
）
と
す
る
。
こ
の
読
人
知
ら
ず
に
関
す
る
視
点
も
重
要
で
あ
る
が
、
小
西
論
は
一
期
を
古
今
集

の
歌
の
「
準
万
葉
時
代
」
と
し
て
前
代
の
『
万
葉
集
』
の
歌
と
区
分
上
区
別
し
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
一
期
と
二
期
を
連
続
と
し
て
捉

え
ず
に
仁
明
朝
前
後
を
「
暗
黒
時
代
」
と
し
て
立
て
て
い
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。

そ
し
て
、
特
に
注
意
し
た
い
の
は
、
二
期
と
三
期
に
跨
が
る
詠
者
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
で
あ
る
。
二
期
の
人
物
と
し
て
、
次
の
人

物
を
挙
げ
て
い
る
点
が
後
の
諸
説
と
異
な
っ
て
い
る
。

�

第
二
期
に
は
、
他
に
、
源
融
・
在
原
棟
梁
・
在
原
滋
春
・
藤
原
敏
行
・
菅
原
道
真
・
大
江
千
里
な
ど
の
歌
人
が
ゐ
る
。
こ
れ
ら
の

人
た
ち
は
、
幾
ら
か
第
三
期
に
も
渉
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
、
歌
風
の
差
が
い
よ
い
よ
少
な〔

一
七
〕い。

こ
れ
ら
は
安
田
の
研〔

一
八
〕究の

「
六
歌
仙
時
代
」
の
人
物
に
当
て
は
ま
る
が
、
源
融
以
外
、
後
述
す
る
小
沢
が
三
期
へ
分
類
す
る
藤
原
敏

行
な
ど
を
全
て
二
期
と
み
な
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
小
西
論
の
よ
う
に
三
区
分
が
用
い
ら
れ
た
と
し
て
も
、
内
包
す
る
時
期
と
人
物
が

違
う
こ
と
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
各
三
期
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
問
題
で
あ
り
、
加
え
て
各
三
期
の
中
に
誰
を
含
め
る
か
、

詠
者
の
年
代
を
考
え
る
視
点
に
お
い
て
常
に
起
こ
り
う
る
問
題
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
よ
う
な
人
物
の
分
類
と
は
別
に
、
小
西
論
は
表
現
の
問
題
と
し
て
、
二
期
の
歌
の
特
徴
が
「
倚
傍
表
現
」
に
あ
る
こ
と

を
述
べ
、
一
期
の
直
截
的
な
歌
と
の
違
い
も
述
べ
て
い
る
。
小
西
論
に
お
い
て
詠
者
と
表
現
の
両
方
の
視
点
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
に
、
年
代
区
分
は
詠
者
の
年
代
な
の
か
、
表
現
の
年
代
な
の
か
、
先
行
研
究
で
は
曖
昧
な
点
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
前
述
し
た
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宇
佐
美
論
で
も
小
西
の
研
究
が
参
照
さ
れ
て
い
る
が
、
宇
佐
美
が
指
摘
す
る
小
西
の
読
人
知
ら
ず
の
枠
組
み
自
体
は
、
宇
佐
美
が
捉
え

た
「
歌
風
」
の
話
と
し
て
深
く
分
析
し
て
い
る
と
は
言
い
難
く
、
時
期
が
違
う
と
い
う
枠
組
み
の
違
い
を
「
準
万
葉
風
」
と
い
う
こ
と

ば
か
ら
歌
風
の
問
題
と
し
て
捉
え
た
も
の
に
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
れ
は
先
行
研
究
に
お
い
て
歌
に
関
わ
る
年
代
の
要
素
が
極
め
て
曖
昧

に
捉
え
ら
れ
て
い
る
た
め
の
影
響
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
、
戦
後
期
以
降
の
研
究

こ
の
時
期
の
研
究
は
研
究
史
の
上
で
も
頻
繁
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
冒
頭
で
触
れ
た
小
沢
と
島
田
の
両
説
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が

別
の
主
張
を
し
て
い
な
が
ら
同
じ
雑
誌
の
特
集
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
特
徴
が
あ
げ
ら
れ
る
。

『
国
文
学 

解
釈
と
鑑
賞
』
一
九
七
〇
年
二
月
の
誌
上
に
は
小
沢
正
夫
「
古
今
集
入
門
」、
片
桐
洋
一
「
よ
み
人
し
ら
ず
時
代

―
特
に

そ
の
古
今
集
ら
し
さ
に
つ
い
て
―
―
」、
島
田
良
二
「
六
歌
仙
時
代
」
が
並
ん
で
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
年
代
区
分
に
関
わ
る
点
で
相
互

に
立
場
の
違
い
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
研
究
史
の
上
で
区
分
論
そ
れ
自
体
が
問
題
を
孕
ん
で
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
こ

で
は
研
究
史
上
の
そ
れ
ら
の
扱
い
を
示
し
た
も
の
と
し
て
、
小
沢
、
島
田
の
両
説
を
端
的
に
ま
と
め
て
い
る
鈴
木
宏〔

一
九
〕子の

文
章
と
、
そ

の
箇
所
で
付
さ
れ
た
注
（
５
）
を
引
用
す
る
。

小
沢
正
夫
氏
の
把
握
に
よ
れ
ば（

５
）、

第
一
期
は
嵯
峨
天
皇
の
即
位
し
た
大
同
四
年
（
八
〇
九
）
か
ら
仁
明
天
皇
の
治
世
で
あ
る
嘉

祥
二
年
（
八
四
九
）
ま
で
。
文
章
経
国
思
想
を
掲
げ
て
『
凌
雲
集
』『
文
華
秀
麗
集
』（
以
上
嵯
峨
朝
）『
経
国
集
』（
淳
和
朝
）
の

三
つ
の
勅
撰
漢
詩
集
が
相
次
い
で
編
ま
れ
た
、
国
風
暗
黒
時
代
と
も
唐
風
謳
歌
時
代
と
も
称
さ
れ
る
時
期
で
あ
る
。
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（
５
）�〔
略
〕
な
お
各
期
の
線
引
き
に
は
異
な
る
見
解
も
あ
る
。
た
と
え
ば
島
田
良
二
氏
『
古
今
集
と
そ
の
周
辺
』（
笠
間
書
院
、
一
九
八
七
年
）
は
仁
明

朝
（
八
三
三
年
～
八
四
九
年
）
を
六
歌
仙
時
代
に
繰
り
込
む
。〔
略
〕
平
沢
竜
介
氏
「『
古
今
集
』
の
和
歌
―
読
人
し
ら
ず
時
代
の
歌
か
ら
撰
者
時

代
の
歌
へ
―
」（『
王
朝
文
学
の
始
発
』
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
九
年
）
は
諸
説
を
検
討
し
た
上
で
「
基
本
的
に
は
小
沢
の
分
類
に
従
う
」
と
す
る
。

鈴
木
は
文
学
史
の
視
点
と
し
て
こ
れ
ら
に
触
れ
て
お
り
、
小
沢
と
島
田
の
両
説
の
違
い
は
、
六
歌
仙
期
に
仁
明
朝
を
含
め
る
か
否
か

に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
（
な
お
、
鈴
木
は
島
田
の
見
方
だ
と
「
六
歌
仙
時
代
が
あ
ま
り
に
も
長
期
に
な
り
、
か
え
っ
て
和
歌
史
の
動
向

が
見
え
に
く
く
な
る
」
と
し
て
小
沢
の
説
を
用
い
て
い
る
）。
し
か
し
、
問
題
の
要
点
は
そ
の
「
線
引
き
」
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
そ

れ
ぞ
れ
の
研
究
の
立
場
、
視
点
の
違
い
こ
そ
が
指
摘
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
以
下
、
こ
れ
を
具
体
的
に
確
認
す
る
。

　

小
沢
正
夫
論

小
沢
の
年
代
区
分
は
小
学
館
日
本
古
典
文
学
全
集
（
以
下
〈
全
集
〉
と
す
る
）
な〔

二
〇
〕どで

示
さ
れ
て
お
り
、
全
集
解
説
で
は
次
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

　

時
期
区
分

　

期
間

　

天
皇

Ⅰ

読
人
し
ら
ず
の
時
期

大
同
４
年
（
809
）
～
嘉
祥
２
年
（
849
）

嵯
峨
、
淳
和
、
仁
明

Ⅱ

六
歌
仙
の
時
期

嘉
祥
３
年
（
850
）
～
寛
平
２
年
（
890
）

文
徳
、
清
和
、
陽
成
、
光
孝
、（
宇
多
）

Ⅲ

撰
者
た
ち
の
時
期

寛
平
３
年
（
891
）
～
天
慶
８
年
（
945
）

宇
多
、
醍
醐
、
朱
雀
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小
沢
は
各
期
を
詠
作
者
で
も
示
し
て
い
る
。
一
期
は
小
野
篁
・
藤
原
関
雄
を
代
表
さ
せ
、
古
今
集
の
読
人
知
ら
ず
歌
が
増
加
し
て
『
万

葉
集
』
の
歌
に
比
べ
て
質
が
変
化
し
た
の
は
こ
の
時
期
と
し
、
こ
れ
を
古
今
集
時
代
の
初
め
と
す
る
（
後
述
）。
二
期
は
篁
や
関
雄
が

没
し
て
六
歌
仙
が
出
て
き
た
時
期
で
、
六
歌
仙
遍
照
の
死
を
も
っ
て
終
わ
り
と
す
る
。
三
期
は
貫
之
ら
が
宮
廷
に
進
出
し
は
じ
め
た
宇

多
天
皇
の
寛
平
年
間
頃
を
始
ま
り
と
し
、
古
今
集
撰
者
の
晩
年
の
著
作
に
壬
生
忠
岑
『
和
歌
体
十
種
』
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
書
の
成

立
と
貫
之
の
没
年
が
天
慶
八
年
〔
九
四
五
〕
の
た
め
、
こ
の
年
を
三
期
の
終
わ
り
と
す
る
。
一
期
で
は
『
万
葉
集
』
と
の
関
係
、
三
期

で
は
古
今
集
以
後
の
年
代
を
内
包
す
る
な
ど
の
文
学
史
的
視
点
が
示
さ
れ
、
そ
の
点
は
他
の
論
と
比
べ
て
特
徴
的
な
も
の
で
あ
る
と
い

え
る
。

そ
の
た
め
に
注
意
す
べ
き
は
、
一
期
よ
り
前
の
時
期
、
す
な
わ
ち
八
〇
九
年
以
前
の
扱
い
で
あ
る
。「
読
人
知
ら
ず
」
の
歌
は
一
般

的
に
一
期
の
も
の
と
み
な
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
が
、小
沢
は
一
期
以
前
の
詠
作
も
あ
る
と
い
う
見
方
を
示
し
て
い
る
。
小
沢
の
著
書
『
作

者
別
年
代
順 

古
今
和
歌
集
』
に
も
分
類
項
目
と
し
て
「
上
代
と
第
一
期
の
歌
人
」
と
立
て
て
あ
る
こ
と
は
、
こ
の
見
方
が
前
提
に
あ
る

た
め
だ
ろ
う
。
全
集
で
は
「
集
中
に
四
百
五
十
首
ほ
ど
と
ら
れ
た
読
人
し
ら
ず
歌
の
中
に
は
奈
良
朝
の
作
と
思
わ
れ
る
も
の
も
少
な
く

な
い
」「
平
安
最
初
期
の
桓
武
・
平
城
時
代
の
歌
は
、
ま
だ
『
万
葉
集
』
の
調
べ
と
ほ
と
ん
ど
同
様
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
」

と
述
べ
て
い
る
。
一
期
に
つ
い
て
は
、「『
古
今
集
』
の
読
人
し
ら
ず
歌
の
数
が
増
加
し
、質
が
や
や
変
化
し
た
の
も
こ
の
時
期
〔
嵯
峨
朝
〕

以
後
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
嵯
峨
天
皇
の
時
代
を
和
歌
に
お
い
て
何
ら
か
の
新
機
運
が
動
き
は
じ
め
た
時
と
み
て
、
そ
の
こ
ろ
を

古
今
集
時
代
の
初
め
と
し
た
い
」
と
し
て
、嵯
峨
天
皇
以
前
（
＝
平
城
天
皇
ま
で
の
時
期
）
と
そ
れ
以
後
と
を
区
別
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
平
城
天
皇
の
時
代
ま
で
の
歌
を
「
古
今
集
以
前
」
の
歌
と
し
て
捉
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
見
方
に
関
連
し
て
小
沢
『
古
今
集
の
世
界〔

二
一
〕』

は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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『
古
今
集
』
の
歌
で
用
い
ら
れ
る
序
詞
の
数
は
読
人
知
ら
ず
歌
に
一
番
多
く
、
六
歌
仙
時
代
に
減
少
し
、
撰
者
時
代
に
ふ
た
た

び
増
加
す
る
。
私
は
こ
の
事
実
を
六
歌
仙
時
代
に
は
序
詞
の
よ
う
な
古
い
修
辞
技
巧
が
顧
み
ら
れ
ず
、
縁
語
・
懸
け
詞
・
見
立
て

の
よ
う
な
新
し
い
修
辞
に
関
心
が
も
た
れ
、
こ
れ
に
反
し
て
、
撰
者
時
代
に
は
古
い
修
辞
が
復
活
し
、
そ
れ
と
縁
語
・
懸
け
詞
・

見
立
て
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
古
今
的
技
巧
と
が
総
合
融
和
さ
れ
た
の
で
あ
る
と
解
釈
し
た
い
。

『
万
葉
集
』
に
も
多
く
み
ら
れ
る
序
詞
の
傾
向
が
、
表
現
の
年
代
性
と
絡
め
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
小
沢
論
は
「
平
安
時
代

の
初
期
の
人
で
『
古
今
集
』
に
歌
を
残
し
て
い
る
人
も
少
し
は
あ
る
が
、
そ
の
こ
ろ
の
歌
は
集
中
の
読
人
知
ら
ず
歌
に
よ
っ
て
代
表
さ

れ
る
」
と
し
て
、同
書
（
九
〇
頁
）
で
多
く
の
読
人
知
ら
ず
歌
を
平
安
時
代
初
期
の
も
の
と
み
な
し
て
い
る
。
こ
の
認
識
が
一
般
に
「
第

一
期
＝
読
人
知
ら
ず
」
と
認
知
さ
れ
る
原
因
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
小
沢
論
は
分
析
の
手
法
と
し
て
、
歌
の
表
現
か
ら
年
代
性
を
分
析
し
つ
つ
、
分
類
と
し
て
は
詠
者
に
よ
り
年
代
性
を
代

表
さ
せ
て
い
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
先
の
表
に
示
し
た
よ
う
に
年
号
で
も
示
す
な
ど
、
従
来
の
研
究
を
踏
ま
え
、
総

合
し
て
新
説
を
確
立
し
て
い
る
。
そ
れ
故
に
広
く
用
い
ら
れ
る
だ
け
の
妥
当
性
を
錯
覚
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
最
終
的
に
篁
や
遍
照
や
貫
之
な
ど
の
人
物
に
よ
っ
て
各
期
を
代
表
さ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
、
表
現
の
年
代
だ
け
で
な
く
詠

者
の
年
代
に
よ
る
区
分
と
な
っ
て
い
る
箇
所
が
見
受
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
実
際
、小
沢
は
『
作
者
別
年
代
順 

古
今
和
歌
集
』
に
お
い
て
、

詠
者
を
各
三
期
の
年
代
別
に
並
べ
て
い
る
。
こ
の
表
現
の
年
代
と
詠
者
の
年
代
の
混
同
は
、
小
沢
の
研
究
を
用
い
る
時
に
注
意
を
要
す
る
。

　

島
田
良
二
説

島
田〔

二
二
〕説は

六
歌
仙
期
に
仁
明
朝
を
含
め
る
立
場
で
あ
る
が
、
そ
の
理
由
を
当
時
の
社
会
背
景
と
関
連
付
け
さ
せ
て
い
る
。
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仁
明
天
皇
を
六
歌
仙
時
代
に
入
れ
た
の
は
、
こ
の
天
皇
の
御
代
の
承
和
五
年
（
八
三
八

）
に
、
小
野
篁
が
遣
唐
副
使
と
し
て
乗
船

を
拒
み
、
隠
岐
に
配
流
さ
れ
た
事
件
が
あ
り
、
ま
た
、
藤
原
良
房
が
嘉
承〔

祥
〕元

年
（
八
四
八

）
に
右
大
臣
と
な
り
、
翌
二
年
に
仁
明
天

皇
の
宝
算
四
十
賀
を
興
福
寺
で
催
し
、
僧
侶
に
長
歌
を
奉
ら
し
め
た
と
い
う
史
実
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

平
野
由
紀〔

二
三
〕子は

「
島
田
説
で
は
仁
明
朝
の
二
つ
の
出
来
事
〔
傍
線
箇
所
〕
に
前
代
と
異
な
る
変
化
の
本
質
を
見
る
」
と
し
て
こ
の
説

を
用
い
て
い
る
。
た
だ
、
島
田
説
は
こ
れ
に
加
え
て
「
仁
明
天
皇
の
御
代
に
は
、
遍
昭
は
出
家
せ
ず
、
そ
の
間
に
歌
を
詠
ん
で
い
る
し
、

小
町
・
業
平
も
多
感
な
青
年
期
を
過
し
、
恋
歌
を
詠
ん
で
い
た
と
想
像
さ
れ
る
」
と
も
述
べ
て
お
り
、
一
般
化
さ
れ
た
人
間
像
が
前
提

と
な
っ
て
い
る
点
に
注
意
を
要
す
る
。
論
考
内
で
は
、
そ
の
よ
う
な
人
物
像
に
触
れ
て
詠
者
の
年
代
を
深
く
関
わ
ら
せ
て
い
る
の
で
あ

る
。
島
田
の
論
考
は
そ
の
上
に
立
っ
て
歌
の
変
遷
を
位
置
づ
け
る
も
の
と
な
っ
て
お
り
、小
沢
に
よ
る
歌
の
表
現
分
析
に
深
く
立
ち
入
っ

た
視
点
か
ら
の
年
代
性
の
指
摘
と
は
性
質
が
大
き
く
異
な
る
。
そ
の
た
め
、
小
沢
論
と
対
置
さ
れ
る
ほ
ど
の
規
模
と
緻
密
さ
を
も
つ
研

究
と
は
言
い
難
い
。
ま
た
、
こ
の
大
枠
自
体
は
既
に
あ
る
金
子
の
見
方
と
一
致
し
て
お
り
、
研
究
史
と
し
て
は
そ
れ
が
ま
ず
触
れ
ら
れ

る
べ
き
だ
ろ
う
。

た
だ
、
島
田
の
立
場
は
金
子
の
よ
う
な
文
学
史
的
な
視
点
と
い
う
よ
り
、
社
会
の
中
で
み
る
と
い
う
歴
史
社
会
学
的
視
点
か
ら
展
開

さ
れ
て
い
る
視
点
で
あ
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
時
代
が
先
に
あ
り
、
そ
の
中
に
人
物
が
放
り
込
ま
れ
、
そ
の
中
に
歌
が
あ
る
と
い
う

論
の
骨
格
に
な
っ
て
い
る
。
人
物
で
は
な
く
出
来
事
と
し
て
篁
配
流
と
興
福
寺
の
僧
侶
の
長
歌
を
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る
点
に
そ
の
立

場
の
違
い
が
う
か
が
え
る
。

小
沢
と
島
田
の
研
究
は
、
そ
れ
ぞ
れ
表
現
の
年
代
、
詠
作
の
年
代
と
い
う
別
の
要
素
を
基
準
と
し
て
い
な
が
ら
、
そ
れ
を
詠
者
の
年
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代
へ
関
わ
ら
せ
て
い
る
た
め
に
、
結
果
と
し
て
二
期
目
の
時
期
の
違
い
と
そ
こ
へ
分
類
さ
れ
る
詠
者
の
違
い
と
し
て
比
較
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
相
違
は
表
現
の
差
違
に
よ
る
も
の
で
な
い
た
め
、
当
然
な
が
ら
歌
表
現
を
論
じ
る
上
で
の
本
質
的
な
相

違
と
は
い
え
な
い
。

例
え
ば
平
沢
や
鈴
木
や
平
野
も
、
両
説
の
長
短
を
指
摘
し
た
上
で
歌
表
現
の
論
考
で
各
年
代
区
分
論
を
援
用
し
て
い
る
が
、
両
説
の

本
来
の
性
質
を
深
く
捉
え
た
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
。
先
行
研
究
に
お
け
る
年
代
区
分
論
を
援
用
す
る
に
し
て
も
、

「
歌
」
の
論
考
と
し
て
は
、
窪
田
や
太
田
の
よ
う
に
、
表
現
の
分
析
的
観
点
か
ら
年
代
が
ど
う
捉
え
ら
れ
る
か
を
示
す
べ
き
で
あ
り
、

そ
の
観
点
か
ら
年
代
区
分
を
ど
う
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
っ
た
視
点
が
必
要
だ
ろ
う
。
先
行
研
究
に
よ
る
年
代
性
の
捉
え
方
に

は
、
表
現
や
詠
作
や
詠
者
の
年
代
の
三
要
素
の
混
同
に
発
端
す
る
問
題
が
み
て
と
れ
る
の
で
あ
る
。

　

片
桐
洋
一
説

片
桐
説
は
表
現
に
即
し
た
視
点
を
有
し
て
い
る
が
、
そ
の
た
め
に
部
分
的
に
諸
説
と
見
解
が
異
な
っ
て
い
る
。

ま
ず
、
片
桐
は
年
代
性
の
追
究
を
不
毛
と
す
る
立
場
を
示
し
て
い〔

二
四
〕る。

古
今
集
は
「
そ
の
名
の
ご
と
く
『
古
』
い
歌
と
『
今
』
の
歌

と
が
一
体
と
な
っ
て
構
成
せ
ら
れ
た
歌
集
」
だ
と
し
、「
今
」
が
撰
者
時
代
を
指
す
と
し
て
、
六
歌
仙
時
代
は
「
近
代
（
ち
か
き
世
）」

と
す
る
序
か
ら
撰
者
と
近
い
側
に
捉
え
ら
れ
て
い
た
と
み
な
が
ら
も
、「
古
」
に
つ
い
て
次
の
見
方
を
提
示
す
る
。

古
今
集
の
よ
み
人
し
ら
ず
の
歌
は
、
万
葉
集
と
重
な
る
頃
の
歌
も
あ
る
し
、
も
つ
と
後
の
歌
も
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
詮

索
は
、
実
は
ど
う
で
も
よ
い
の
だ
。
大
切
な
こ
と
は
、
そ
れ
ら
が
、
古
今
集
の
「
古
」
の
部
分
を
に
な
い
、
し
か
も
、
そ
の
「
古
」

の
部
分
が
「
古
」
で
あ
り
な
が
ら
、
前
述
の
ご
と
く
、
ま
さ
し
く
古
今
集
的
表
現
を
な
し
て
い
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

と
い
う
こ
と
の
ほ
か
に
は
な
い
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の
で
あ
る
と
。

こ
れ
は
古
今
集
が
享
受
さ
れ
た
後
の
時
代
の
視
点
と
し
て
は
有
効
だ
が
、
古
今
集
の
成
立
や
古
今
集
内
の
歌
を
そ
の
作
ら
れ
た
時
代

に
即
し
て
考
察
す
る
時
に
は
、
完
成
さ
れ
た
古
今
集
像
か
ら
演
繹
す
る
と
い
う
方
法
に
な
る
問
題
が
あ
る
。
特
に
古
今
集
が
「
古
今
」

と
あ
る
以
上
、「
古
」
と
認
識
さ
れ
得
る
も
の
が
何
か
と
い
う
こ
と
は
考
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

な
お
、
片
桐
は
全
評〔

二
五
〕釈に

お
い
て
、
通
説
と
こ
と
わ
っ
て
三
期
区
分
を
概
説
し
て
そ
の
中
で
表
現
を
論
じ
て
い
る
が
、
そ
の
枠
組
み

に
お
い
て
二
期
に
仁
明
朝
を
含
め
、
三
期
に
元
慶
年
間
を
含
め
る
の
は
他
の
諸
説
と
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
視
点
で
は
、
二
期
と
三
期

に
跨
が
る
藤
原
敏
行
な
ど
を
三
期
へ
繰
り
込
み
や
す
く
な
る
が
、
前
節
の
小
西
論
の
箇
所
で
指
摘
し
た
と
お
り
、
年
代
を
設
定
す
る
こ

と
に
よ
る
各
人
の
位
置
づ
け
は
常
に
問
題
と
な
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
し
て
、
年
代
区
分
論
に
お
い
て
は
、
時
期
の
違
い
み
な
ら
ず
二
期
と
三
期
の
詠
者
の
位
置
づ
け
、
読
人
知
ら
ず
の

捉
え
方
な
ど
に
相
違
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
そ
れ
以
上
に
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
や
視
点
が
そ
れ
ほ
ど
分
析
さ
れ
て
お
ら
ず
、
表
面
的

な
違
い
の
み
が
指
摘
さ
れ
て
、
通
説
的
な
解
釈
を
述
べ
て
い
る
よ
う
に
み
せ
か
け
つ
つ
、
詳
細
に
み
る
と
別
説
を
立
て
て
い
る
傾
向
が

全
体
的
に
み
ら
れ
る
。

研
究
史
と
し
て
俯
瞰
し
た
時
に
見
ら
れ
る
こ
の
よ
う
な
相
違
は
、
各
研
究
が
「
年
代
」
や
「
読
人
知
ら
ず
」
と
い
っ
た
語
の
も
と
に

曖
昧
に
解
釈
し
て
説
明
な
い
し
論
じ
て
い
る
と
こ
ろ
に
発
端
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、「
年
代
」
と
い
っ
て
も
、
年
代
設
定
そ

の
も
の
の
違
い
だ
け
で
な
く
、
表
現
の
要
素
、
詠
者
の
位
置
づ
け
の
要
素
な
ど
が
厳
密
に
区
別
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
起
こ
っ
て
い
る

問
題
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
三
期
区
分
そ
の
も
の
の
妥
当
性
に
つ
い
て
の
問
題
に
も
つ
な
が
る
。
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こ
こ
で
い
く
つ
か
の
視
点
か
ら
主
要
な
年
代
区
分
論
を
分
析
し
た
が
、
年
代
区
分
を
定
義
す
る
時
、
そ
れ
が
詠
作
の
時
期
を
中
心
に

定
義
さ
れ
た
も
の
な
の
か
、
詠
者
の
年
代
を
基
準
に
設
け
た
も
の
な
の
か
、
あ
る
い
は
歌
表
現
の
自
立
し
た
年
代
性
か
ら
そ
れ
ら
に
問

題
を
提
訴
し
て
い
る
も
の
な
の
か
、
と
い
っ
た
違
い
が
見
受
け
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
要
素
な
い
し
三
つ
の
視
点
は
、
研
究
を
分
析
的

を
行
う
場
合
、
つ
ま
り
区
分
の
前
提
を
考
え
る
上
で
は
混
同
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。

四
、「
詠
者
の
年
代
」「
詠
作
の
年
代
」「
表
現
の
年
代
」
の
三
要
素

前
節
ま
で
に
お
い
て
先
行
研
究
を
整
理
し
た
が
、
そ
の
多
く
は
注
釈
書
の
巻
頭
な
ど
に
掲
げ
ら
れ
る
概
論
的
性
質
の
も
の
で
あ
る
こ

と
も
あ
り
、包
括
的
内
容
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
点
で
、年
代
性
に
つ
い
て
具
体
性
を
欠
い
た
分
析
を
し
て
い
る
論
考
が
見
受
け
ら
れ
る
。

こ
の
節
で
は
、
分
析
中
に
示
し
た
年
代
区
分
を
考
え
る
上
で
重
要
と
な
る
「
詠
者
」「
詠
作
」「
表
現
」
の
年
代
の
各
要
素
が
、
古
今

集
内
に
お
い
て
三
期
区
分
を
設
け
る
こ
と
と
の
関
わ
り
で
ど
の
よ
う
に
み
ら
れ
る
か
、
そ
の
問
題
点
と
と
も
に
具
体
的
に
述
べ
る
こ
と

と
す
る
。
三
期
区
分
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
小
沢
論
を
基
準
に
批
判
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
。
同
論
は
全
集
を

通
じ
て
広
く
流
布
し
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
諸
説
の
中
に
お
い
て
は
相
当
に
分
析
的
視
点
を
有
し
て
お
り
、
こ
れ
を
中
心
に
具
体
的
な

年
代
定
義
の
妥
当
性
と
問
題
点
と
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
建
設
的
な
議
論
が
可
能
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。

小
沢
は
『
古
今
集
の
世
界
』
で
の
表
現
分
析
を
下
地
と
し
、『
作
者
別
年
代
順 

古
今
和
歌
集
』
に
結
実
し
て
、
詠
者
に
よ
っ
て
古
今

集
全
歌
の
年
代
を
分
類
し
て
い
る
。
つ
ま
り
同
研
究
は
詠
者
に
よ
る
年
代
の
分
類
の
結
果
を
示
し
て
い
る
。
詠
者
の
分
類
基
準
に
つ
い

て
、
同
書
は
凡〔

二
六
〕例で

「
作
者
の
配
列
は
没
年
の
わ
か
る
限
り
そ
の
順
序
に
従
い
、
わ
か
ら
ぬ
者
は
妥
当
と
思
わ
れ
る
位
置
に
置
い
た
。

作
者
ご
と
の
和
歌
の
配
列
は
、
年
代
の
判
明
す
る
も
の
を
年
代
順
に
掲
げ
、
そ
の
後
に
年
代
不
明
の
歌
を
掲
げ
た
」
と
す
る
。
同
書
に

お
い
て
、
詠
者
の
各
三
期
へ
の
分
類
は
没
年
を
原
則
と
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
れ
に
従
う
と
分
類
さ
れ
た
「
詠
者
の
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年
代
」
と
、
そ
の
人
の
「
詠
作
の
年
代
」
と
で
異
な
る
年
代
区
分
に
当
て
は
ま
り
、
年
代
の
相
違
す
る
例
が
散
見
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
ず
は
三
期
の
人
物
で
二
期
の
歌
の
例
を
指
摘
す
る
。
小
野
春
風
は
三
期
に
分
類
さ
れ
る
が
、
そ
の
歌
「
あ
ま
び
こ
の
を（

お
）と
づ
れ
じ

と
ぞ
今
は
思
ふ 

我
か
人
か
と
身
を
た
ど
る
世
に
」（
雑
下
・
九
六
三
）
の
詞
書
に
は
「
左
近
将
監
と
け
て
侍
り
け
る
時
」
と
あ
る
。
こ

れ
は
『
藤
原
保
則
伝〔

二
七
〕』

の
「
前
の
年
頻
に
讒
謗
に
遭
ひ
、
官
を
免
た
れ
て
家
居
せ
り
」
か
ら
元
慶
元
年
〔
八
七
七
〕
の
歌
と
み
な
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
の
年
は
小
沢
の
区
分
で
は
二
期
と
な
る
。

ま
た
、
藤
原
敏
行
は
三
期
に
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、
次
の
よ
う
に
在
原
業
平
（
元
慶
四
年
没
で
二
期
）
と
贈
答
を
交
わ
し
て
い
る
。

　

な
り
ひ
ら
の
朝
臣
の
家
に
侍
り
け
る
女
の
も
と
に
よ
み
て
つ
か
は
し
け
る�

と
し
ゆ
き
の
朝
臣

つ
れ
づ
れ
の
な
が
め
に
ま
さ
る
な
み
だ
川 

袖
の
み
ぬ
れ
て
あ
ふ
よ
し
も
な
し

　

か
の
女
に
か
は
り
て
返
し
に
よ
め
る�

な
り
ひ
ら
の
朝
臣

あ
さ
み
こ
そ
袖
は
ひ
づ
ら
め 

涙
河
身
さ
へ
な
が
る
と
き
か
ば
た
の
ま
ん

（
恋
三
・
六
一
七
、六
一
八
）

他
に
も
業
平
の
歌
の
詞
書
に
「
藤
原
敏
行
朝
臣
の
な
り
ひ
ら
の
朝
臣
の
家
な
り
け
る
女
を
あ
ひ
し
り
て
」（
恋
四
・
七
〇
五
）
と
あ
り
、

敏
行
は
二
期
の
人
物
と
交
流
し
和
歌
を
詠
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
な
例
が
あ
る
が
、
同
書
は
詠
者
を
基
準
に
歌
を
分
類

す
る
た
め
、
こ
の
類
の
詠
者
名
の
歌
は
分
類
上
三
期
と
な
る
。
た
だ
、
三
期
と
さ
れ
て
い
る
人
物
に
は
文
室
有
季
の
よ
う
に
「
貞
観
の

御
時
、
万
葉
集
は
い
つ
許

（
ば
か
り
）つ
く
れ
る
ぞ
と
と
は
せ
た
ま
ひ
け
れ
ば
、
よ
み
て
た
て
ま
つ
り
け
る
」
の
詞
書
（
雑
下
・
九
九
七
）
か
ら
二

期
の
詠
作
の
み
残
る
人
物
も
い
る
。
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詞
書
に
は
「
貞
観
の
御
時
」
と
い
う
よ
う
な
歌
の
詠
ま
れ
た
年
代
を
示
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
何
が
起
こ
っ
た
か
と
い

う
時
代
の
思
潮
、
出
来
事
と
関
わ
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
社
会
に
お
け
る
事
件
と
し
て
、
篁
が
配
流
さ
れ
た
出
来
事
を
二
期
の
年
代
の

重
要
な
も
の
と
す
る
見
方
は
金
子
や
島
田
に
よ
っ
て
さ
れ
て
い
る
が
、
古
今
集
の
詞
書
以
下
に
「
お
き
の
く
に
に
な
が
さ
れ
け
る
時
に
、

ふ
ね
に
の
り
て
い
で
た
つ
と
て
、
京

（
き
や
う
）な
る
人
の
も
と
に
つ
か
は
し
け
る　

小
野
た
か
む
ら
の
朝
臣
」（
羇
旅
・
四
〇
七
）
と
あ
る
時
、

こ
の
出
来
事
は
史
書
の
記
録
な
ど
と
合
わ
せ
て
、
歌
の
年
代
を
決
定
な
い
し
象
徴
す
る
こ
と
に
な
る
。
後
で
詳
し
く
論
じ
る
が
、
詞
書

で
示
さ
れ
る
歌
合
な
ど
も
い
つ
の
時
代
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
情
報
を
含
ん
で
お
り
、
こ
れ
ら
は
「
詠
作
の
年
代
」
が
示
さ
れ
て
い
る

と
い
え
る
だ
ろ
う
。
先
行
の
年
代
区
分
論
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
た
天
皇
の
在
世
時
期
や
年
号
の
情
報
、
歌
合
の
隆
盛
や
配
流
の
よ

う
な
出
来
事
と
い
っ
た
要
素
は
、
古
今
集
の
歌
集
の
要
素
か
ら
考
え
る
と
詞
書
が
示
す
「
詠
作
の
年
代
」
に
還
元
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
「
詠
作
」
と
「
詠
者
」
の
年
代
の
不
一
致
は
、三
期
区
分
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
顕
著
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
例
が
あ
る
た
め
、

三
期
の
人
物
で
詠
作
年
不
詳
の
歌
は
、
小
沢
の
定
義
す
る
三
期
（
寛
平
三
年
〔
八
九
一
〕
以
降
）
か
二
期
か
を
明
確
に
で
き
な
い
と
い

う
問
題
が
発
生
す
る
。

先
に
示
し
た
小
野
春
風
は
没
年
不
明
だ
が
、
経
歴
か
ら
は
昌
泰
元
年
〔
八
九
八
〕
従
五
位
下
で
あ
り
、
そ
れ
以
後
に
亡
く
な
っ
た
と

み
る
の
は
「
妥
当
」
と
い
え
る
。
こ
れ
は
凡
例
に
い
う
「
人
物
の
没
年
」
に
合
わ
せ
た
分
類
で
あ
り
問
題
は
小
さ
い
。
し
か
し
、
同
書

に
は
没
年
基
準
の
原
則
に
当
て
は
ま
ら
な
い
人
物
が
多
々
み
ら
れ
る
。
次
に
掲
げ
る
二
期
の
人
物
で
三
期
の
歌
を
有
す
る
例
が
そ
れ
に

該
当
す
る
。

大
友
黒
主
は
六
歌
仙
で
二
期
に
分
類
さ
れ
る
。
だ
が
、
年
代
の
判
明
す
る
歌
は
「
こ
れ
は
今
上
の
御
べ
の
あ
ふ
み
の
う
た
」
の
左
注

を
有
す
る
「
あ
ふ
み
の
や
か
ゞ
み
の
山
を
た
て
た
れ
ば
か
ね
て
ぞ
み
ゆ
る 
き
み
が
ち
と
せ
は
」（
大
歌
所
御
歌
・
一
〇
八
六
）
一
首
の

み
で
、
寛
平
九
年
一
一
月
醍
醐
天
皇
大
嘗
会
の
詠
作
で
あ
る
。「
今
上
の
御
べ
」（
今
上
天
皇
の
大
嘗
会
）
の
記
載
か
ら
す
れ
ば
大
友
黒
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主
の
没
年
は
こ
れ
以
後
の
三
期
と
な
る
。
黒
主
は
古
今
集
の
序
に
記
さ
れ
る
六
歌
仙
の
一
人
で
あ
り
、
二
期
と
す
る
こ
と
は
適
切
に
思

わ
れ
る
が
、
こ
の
場
合
に
お
け
る
分
類
の
「
妥
当
」
性
は
歌
か
ら
推
定
さ
れ
る
没
年
で
は
な
く
、
活
躍
年
か
ら
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
歌
の
事
績
に
特
徴
な
い
人
物
で
は
問
題
が
複
雑
と
な
る
。
上
毛
野
岑
雄
は
二
期
の
人
物
と
さ
れ
る
が
、
歌
は
三
期
に
当
た

る
藤
原
基
経
没
時
の
次
の
一
首
の
み
で
あ
る
。

　
　

�（
ほ
り
か
は
の
お
ほ
き
お
ほ
い
ま
う
ち
ぎ
み
、
身
ま
か
り
に
け
る
時
に
、
ふ
か
く
さ
の昭宣
公山
に

　
　

お（
を
）さ
め
て
け
る
後
に
よ
み
け
る
）

か
む
つ
け
の
み
ね
お（

を
）峯

雄

深
草
の
野
邊
の
さ
く
ら
し
心
あ
ら
ば 

こ
と
し
ば
か
り
は
す
み
ぞ
め
に
さ
け

（
哀
傷
・
八
三
二
）

同
書
の
「
作
者
略
伝
」
に
は
「『
古
今
和
歌
集
目
録
』
は
承
和（
八
三
四

～
八
四
八

）こ
ろ
の
人
と
す
る
が
、
寛
平
三（
八
九
一

）年
藤
原
基
経
の
死

に
際
し
て
哀
傷
歌
を
詠
ん
で
い
る
か
ら
、
生
年
が
承
和
ご
ろ
か
と
推
定
さ
れ
る
」
と
あ
る
。
確
か
に
『
古
今
和
歌
集
目
録
』
に
は
「
上

野
岑
雄
一
首
。
承
和
比
之
人
」
と
あ
り
、
こ
の
人
物
は
活
躍
期
（
小
沢
の
見
方
で
は
生
年
）
に
よ
り
分
類
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
没

年
は
詠
作
年
次
以
後
と
な
る
は
ず
だ
が
、
そ
の
可
能
性
は
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。
黒
主
を
含
め
た
こ
れ
ら
は
同
書
凡
例
に
あ
る
「
没
年

の
わ
か
る
限
り
」
か
ら
外
れ
、生
年
や
活
躍
期
に
よ
っ
て
「
妥
当
」
性
の
判
断
が
な
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、小
沢
の
研
究
だ
け
み
て
も
、

詠
者
分
類
に
没
年
と
生
年
（
あ
る
い
は
活
躍
年
）
と
い
う
二
つ
以
上
の
基
準
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
分
類
が
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
の
で

あ
る
。
古
今
集
で
の
詠
作
年
次
か
ら
没
年
が
想
定
で
き
る
に
も
関
わ
ら
ず
没
年
基
準
に
従
わ
な
い
こ
と
は
、
こ
の
基
準
が
同
書
に
お
い

寛
平
三
年
正
月
薨 

五
十
六 
太
政
大
臣
關
白
始
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て
絶
対
的
な
原
則
と
は
な
っ
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
同
書
の
「
詠
者
の
年
代
」
に
お
け
る
重
大
な
問
題
点
と
い
わ
ね

ば
な
ら
な
い
。

小
沢
論
を
基
準
に
詠
作
の
年
代
と
詠
者
の
年
代
と
が
相
違
す
る
人
物
を
掲
げ
る
と
、
少
な
く
と
も
十
三
人
、
一
期
の
小
野
篁
、
二
期

の
藤
原
高
子
、
上
毛
野
岑
雄
、
源
能
有
、
大
友
黒
主
、
三
期
の
小
野
春
風
、
藤
原
勝
臣
、
文
室
有
季
、
幽
仙
、
承
均
、
藤
原
敏
行
、
素
性
、

藤
原
後
蔭
は
時
期
を
跨
ぐ
こ
と
に
な〔

二
八
〕る。

歌
数
の
少
な
い
人
物
に
も
年
代
相
違
は
み
ら
れ
る
た
め
、
生
没
年
不
明
の
人
物
を
含
め
れ
ば

実
数
は
さ
ら
に
増
え
る
で
あ
ろ
う
。
他
に
も
、
同
論
を
基
準
に
す
る
と
、
没
年
が
分
類
さ
れ
た
時
期
の
次
の
時
期
に
あ
た
っ
て
い
る
一

期
の
藤
原
関
雄
（
仁
寿
三
年
〔
八
五
三
〕
没
）、
源
常
（
斉
衡
一
年
〔
八
五
四
〕
没
）、
広
井
女
王
（
貞
観
元
年
〔
八
五
九
〕
没
）、
二

期
の
在
原
行
平
（
寛
平
五
年
〔
八
九
三
〕
没
）、
源
融
（
寛
平
七
年
没
）、
小
野
滋
蔭
（
寛
平
八
年
没
）、
惟
喬
親
王
（
寛
平
九
年
没
）、

源
能
有（
寛
平
九
年
没
）、安
倍
清
行（
昌
泰
三
年〔
九
〇
〇
〕没
）、矢
田
部
名
実（
昌
泰
三
年
没
）、三
期
の
紀
淑
人（
天
暦
二
年〔
九
四
八
〕

頃
没
か
）
な
ど
が
み
ら
れ
る
。

先
行
研
究
で
は
小
沢
の
詠
者
分
類
に
従
っ
て
歌
を
「
三
期
の
歌
」
な
ど
と
一
括
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
が
、
小
沢
論
の
詠
者
の
年
代

が
詠
作
の
年
代
と
の
齟
齬
の
み
な
ら
ず
、
没
年
に
よ
っ
て
も
多
く
原
則
に
従
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
し
て
、
こ
れ
を
用
い
る
こ
と
に
は

検
討
を
重
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

以
上
の
よ
う
な
年
代
相
違
は
、
一
つ
に
「
詠
者
の
年
代
」
そ
の
も
の
の
設
定
の
不
備
で
あ
り
、
二
つ
に
「
詠
者
の
年
代
」
と
「
詠
作

の
年
代
」
と
の
相
違
に
よ
り
起
こ
る
問
題
で
あ
る
。
後
者
に
つ
い
て
い
え
ば
、
そ
も
そ
も
こ
の
両
者
は
分
類
基
準
が
異
な
り
、
区
別
さ

れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
両
者
の
相
違
は
特
に
歌
合
の
歌
な
ど
に
お
い
て
問
題
と
な
る
。

　

こ
れ
さ
だ
の
み
こ
の
家
の
哥
合
の
う
た�

文
屋
や
す
ひ
で
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吹
く
か
ら
に
秋
の
草
木
の
し
ほ（
を
）る
れ
ば 

む
べ
山
風
を
あ
ら
し
と
い
ふ
ら
む

草
も
き
も
色
か
は
れ
ど
も 

わ
た
つ
う
み
の
浪
の
花
に
ぞ
秋
な
か
り
け
る

（
秋
下
・
二
四
九
、二
五
〇
）

文
室
康
秀
は
六
歌
仙
で
二
期
と
さ
れ
て
い
る
。「
是
貞
親
王
家
歌
合
」
は
寛
平
五
年
九
月
以
前
の
開〔

二
九
〕催と

推
定
さ
れ
て
い
る
が
、
古

今
集
に
収
載
さ
れ
る
同
歌
合
の
詠
者
名
に
は
、
他
に
大
江
千
里
（
一
九
三
）、
壬
生
忠
岑
（
一
九
四
）、
藤
原
敏
行
（
一
九
七
）、
紀
友

則
（
二
〇
七
）
が
挙
げ
ら
れ
、
康
秀
以
外
全
て
小
沢
が
三
期
に
分
類
す
る
人
物
で
あ
り
、
詠
者
か
ら
す
る
と
同
歌
合
は
三
期
的
な
も
の

で
あ
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
だ
が
、
小
沢
論
で
は
詠
者
に
よ
っ
て
歌
を
分
類
す
る
た
め
、「
是
貞
親
王
家
歌
合
」
に
は
二
期
康
秀

と
三
期
の
詠
者
の
歌
と
い
う
別
々
の
年
代
性
の
歌
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
詠
者
の
年
代
で
基
準
を
立
て
ず
に
詞
書
の

示
す
年
代
か
ら
時
期
を
定
め
る
見
方
も
考
え
ら
れ
る
が
、
次
に
掲
げ
る
読
人
知
ら
ず
歌
は
こ
の
「
是
貞
親
王
家
歌
合
」
と
い
う
詞
書
に

よ
る
「
詠
作
の
年
代
」
に
基
準
を
置
く
と
三
期
頃
の
歌
と
な
る
。

い
つ
は
と
は
時
は
わ
か
ね
ど 

秋
の
夜
ぞ
物
思
ふ
こ
と
の
か
ぎ
り
な
り
け
る�

（
秋
上
・
一
八
九
）

奧
山
に
紅
葉
ふ
み
わ
け
鳴
く
鹿
の
こ
ゑ
き
く
時
ぞ 

秋
は
か
な
し
き�

（
秋
上
・
二
一
五
）

秋
ぎ
り
は
け
さ
は
な
た
ち
そ 

さ
ほ
山
の
は
ゝ
そ
の
も
み
ぢ
よ
そ
に
て
も
み
ん�

（
秋
下
・
二
六
六
）

い
ろ
か
は
る
秋
の
き
く
を
ば 

ひ
と
と
せ
に
ふ
た
た
び
に
ほ
ふ
花
と
こ
そ
み
れ�

（
秋
下
・
二
七
八
）

秋
な
れ
ば
山
と
よ
む
ま
で
な
く
し
か
に
我
お
と
ら
め
や 

ひ
と
り
ぬ
る
夜
は�

（
恋
二
・
五
八
二
）
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し
か
し
、「
い
つ
は
と
は
」（
一
八
九
）
は
『
小
町
集
』（
四
二
）、「
奥
山
に
」（
二
一
五
）
は
初
句
を
「
秋
山
に
」
と
し
て
『
猿
丸
集
』

（
三
九
）
に
も
み
ら
れ
、周
辺
歌
集
を
含
む
問
題
と
し
て
こ
れ
ら
が
三
期
的
に
み
な
さ
れ
た
と
は
い
い
き
れ
な
い
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

当
然
、古
歌
を
詠
出
し
た
り
そ
れ
を
歌
合
に
提
出
し
た
り
な
ど
、「
詠
作
の
年
代
」（
披
露
の
年
代
を
含
む
）
は
新
し
い
が
そ
の
歌
の
「
詠

者
の
年
代
」
や
「
表
現
の
年
代
」
が
古
い
こ
と
、
も
し
く
は
古
歌
が
さ
ら
に
新
し
く
詠
み
か
え
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
得
る
わ
け
で
、
歌

の
年
代
性
に
お
い
て
は
、こ
の
よ
う
な
多
重
性
を
背
後
に
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
古
今
集
で
古
風
と
み
な
し
う
る
表
現
に
は
、『
万
葉
集
』

に
も
み
ら
れ
る
「
雪
は
ふ
り
つ
つ
」
句
を
有
す
る
「
き
み
が
た
め
春
の
野
に
い
で
て 

わ
か
な
つ
む
我
衣
手
に 

雪
は
ふ
り
つ
ゝ
」（
春
上
・

二
一
・
光
孝
天
皇
）
や
、「
さ
ら
さ
ら
に
」「
よ
ろ
づ
よ
ま
で
に
」
句
を
有
す
る
「
美

（
み
ま
さ
か
）

作
や
く
め
の
さ
ら
山 

さ
ら
さ
ら
に
わ
が
な
は
た
て

じ
よ
ろ
づ
よ
ま
で
に
」（
大
歌
所
御
歌
・
一
〇
八
三
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ〔

三
〇
〕る。

次
の
貫
之
の
歌
も
大
部
分
で
古
歌
の
句
を
踏
ま
え
て
い
る
。

道
し
ら
ば
つ
み
に
も
ゆ
か
む 
す
み
の
え
の
き
し
に
お
ふ
て
ふ
戀
わ
す
れ
ぐ
さ�

（
墨
滅
歌
〔
恋
四
〕・
一
一
一
一
・
紀
貫
之
）

暇
有
者　

拾
尓
将
徃　

住
吉
之　

岸
因
云　

恋
忘
貝�

（『
万
葉
集
』
巻
七
・
一
一
四
七
）

こ
の
よ
う
な
古
歌
と
類
似
す
る
表
現
の
歌
は
、「
表
現
の
年
代
」
が
「
古
」
と
通
ず
る
と
い
え
る
。
こ
れ
ら
の
年
代
性
は
「
き
み
が

た
め
」（
二
一
）、「
道
し
ら
ば
」（
一
一
一
一
）
が
「
詠
者
の
年
代
」
か
ら
二
期
と
三
期
で
、「
美
作
や
」（
一
〇
八
三
）
が
「
詠
作
の
年
代
」

か
ら
二
期（
貞
観
元
年
一
一
月
清
和
天
皇
大
嘗
会
）の
歌
と
み
な
せ
る
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
古
い
表
現
を
踏
ま
え
て
い
る
の
で
あ
り
、

三
要
素
の
ど
の
部
分
に
比
重
を
置
く
か
に
よ
っ
て
、
歌
の
見
方
が
変
わ
っ
て
く
る
も
の
で
あ
る
。

歌
合
の
歌
に
話
を
戻
す
と
「
吹
く
か
ら
に
」（
二
四
九
）
は
詠
者
を
康
秀
の
息
子
朝
康
と
す
る
清
輔
本
や
雅
経
本
な
ど
が
あ
り
、
契

沖
『
古
今
余
材〔

三
一
〕抄』

が
康
秀
で
は
年
代
が
合
わ
ず
、
元
は
朝
康
の
歌
か
と
み
て
い
る
。
こ
れ
は
「
詠
作
」
と
「
詠
者
」
の
年
代
の
相
違
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と
密
接
に
関
係
す
る
問
題
と
考
え
ら
れ
、
朝
康
が
親
の
歌
、
家
の
古
歌
を
提
出
し
た
よ
う
な
場
合
に
は
、
康
秀
の
歌
だ
が
朝
康
の
歌
と

み
な
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
得〔

三
二
〕るだ

ろ
う
。

歌
の
場
を
考
え
る
と
、
古
歌
詠
出
や
歌
合
な
ど
「
詠
作
の
年
代
」
と
「
詠
者
の
年
代
」
は
相
違
す
る
こ
と
が
起
こ
る
。
ま
た
、
あ
ら

ゆ
る
場
に
お
い
て
世
代
の
違
う
若
年
と
老
年
の
詠
者
が
同
席
す
る
こ
と
や
、
詠
者
が
古
歌
の
句
を
詠
ず
る
こ
と
は
あ
り
得
る
わ
け
で
、

表
現
を
問
う
時
に
歌
の
年
代
性
を
「
詠
作
の
年
代
」
だ
け
で
位
置
づ
け
る
こ
と
が
適
切
と
も
い
え
な
い
は
ず
で
あ
る
。

結
語本

論
で
は
先
行
研
究
を
整
理
し
て
問
題
点
を
掲
げ
、
具
体
的
に
年
代
性
を
考
え
る
時
に
は
次
の
要
素
に
分
け
て
考
え
る
べ
き
こ
と
を

示
し
た
。
即
ち
、

①
詠
者
注
記
等
か
ら
判
断
さ
れ
る
「
詠
者
の
年
代
」

②
詞
書
等
か
ら
判
断
さ
れ
る
「
詠
作
の
年
代
」

③
歌
句
表
現
等
か
ら
判
断
さ
れ
る
「
表
現
の
年
代
」

の
三
つ
で
あ
る
。「
詠
者
の
年
代
」
と
「
詠
作
の
年
代
」
を
三
期
区
分
に
適
応
す
る
と
、
前
節
で
確
認
し
た
よ
う
に
両
方
の
年
代
が
相

違
す
る
場
合
が
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
「
表
現
の
年
代
」
を
含
め
て
こ
れ
ら
三
つ
の
年
代
性
は
元
来
別
の
も
の
で
あ
る
。
先
行
研
究
の
多

く
は
こ
の
点
を
曖
昧
に
捉
え
て
い
る
。
そ
れ
が
年
代
区
分
論
に
お
け
る
第
一
の
問
題
で
あ
る
。
本
論
で
は
こ
れ
を
整
理
し
た
。

先
行
研
究
と
こ
れ
ら
の
三
要
素
と
の
関
係
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
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【
表　

古
今
集
の
年
代
区
分
論
一
覧
と
年
代
性
の
三
要
素
と
の
関
わ
り
】

　
　
　
　
　

�（
表
で
は
、
各
三
期
に
相
当
す
る
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
ロ
ー
マ
数
字
で
Ⅰ
、
Ⅱ
、
Ⅲ
と
し
た
。
立
場
に
つ
い
て
、
表
現
に
即
し
た
立
場
の
顕
著

な
も
の
は
「
表
現
史
」、
和
歌
の
文
化
、
風
土
な
ど
を
包
括
し
て
捉
え
て
い
る
も
の
は
「
和
歌
史
」
と
し
、
和
歌
に
留
ま
ら
ず
、
広
く
文
学

の
流
れ
を
捉
え
て
い
る
と
見
受
け
ら
れ
る
も
の
は
「
文
学
史
」
的
視
点
と
し
た
。）

研
究
者

（
発
表
年
）

区
分

各
期
の
年
代

立
場

区
分
の
基
準（
三
要
素
と
の
関
連
）

読
人
知
ら
ず
の
扱
い

金
子
元
臣

（
一
九
〇
一
）

三
期

Ⅰ 

奈
良
時
代
～
天
長
年
間
頃

Ⅱ 

承
和
～
仁
和

Ⅲ 
寛
平
・
延
喜

文
学
史
・

社
会
史
的

視
点

年
号
に
よ
る
区
分（
詠
作
の
年
代
）

各
期
を
人
物
で
も
代
表
さ
せ
る

（
詠
者
の
年
代
）

独
立
し
た
期
に
は
し
な

い
。

三
期
そ
れ
ぞ
れ
の
中
に

あ
る
と
す
る
。

安
田
喜
代
門

（
一
九
三
二
）

四
期

（
序
に
従
え

ば
三
期
）

１ 

衣
通
姫
か
ら
三
国
の
町
（
Ⅰ
）

２ 

業
平
の
母
か
ら
貞
登
（
Ⅱ
）

３ 

文
屋
康
秀
か
ら
藤
原
勝
臣
（
Ⅱ
）

４ 

藤
原
忠
行
以
下
（
撰
者
含
む
）（
Ⅲ
）

人
物
に
よ

る
視
点

人
物
に
よ
る
分
類（
詠
者
の
年
代
）

２
、３
の
区
分
は
歌
合
の
時
期
に

よ
る
（
詠
作
の
年
代
）

詞
書
か
ら
新
旧
を
区
別

す
る
。

窪
田
空
穂

（
一
九
三
五
）

三
歌
群

Ⅰ 

詠
み
人
知
ら
ず
の
歌
群

Ⅱ 

六
歌
仙
時
代
の
歌
群

Ⅲ 

撰
修
時
代
の
歌
群

表
現
史
的

視
点

歌
風
に
よ
る
分
類（
表
現
の
年
代
）
作
者
の
社
会
的
階
級
の

差
が
あ
る
も
の
が
あ
る
。

撰
修
時
代
に
改
作
さ
れ

た
も
の
を
含
む
。

西
下
経
一

〔
三
三
〕

（
一
九
四
八
）

（
明
瞭
に
三

期
を
示
さ

な
い
）

Ⅱ �

嘉
祥
～
仁
和
（「
い
は
ゆ
る
六
歌
仙

の
時
代
」）

和
歌
史
的

視
点

歌
風
と
文
化
的
な
側
面
の
双
方
が

混
ざ
っ
て
い
る
（
表
現
の
年
代
・

詠
作
の
年
代
）
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谷
鼎

〔
三
四
〕

（
一
九
四
九
）

二
期

（
詳
細
に
は

三
期
）

Ａ�「
短
歌
衰
微
の
時
代
」（
暗
黒
時
代
、

六
歌
仙
時
代
）

　

Ⅰ �

七
六
〇
年
頃
（
万
葉
集
の
最
後
）

～
八
四
〇
年
頃
（
業
平
若
年
）（
仁

明
ま
で
）

　

Ⅱ 

文
徳
～
光
孝
ま
で

Ｂ
「
短
歌
復
興
の
時
代
」

　

Ⅲ 

宇
多
、
醍
醐

和
歌
史
的

視
点

Ａ
は
歌
風
（
表
現
の
年
代
）

Ｂ
は
歌
合
の
開
催
な
ど
の
社
会
文

化
的
側
面
（
詠
作
の
年
代
）

太
田
水
穂

（
一
九
四
九
）

三
期

Ⅰ 

桓
武
、
平
城
、
嵯
峨
、
淳
和

Ⅱ 

仁
明
、
文
徳
、
清
和
、
陽
成

Ⅲ 
光
孝
、
宇
多
～

表
現
史
的

視
点

歌
風
に
よ
る
変
遷（
表
現
の
年
代
）
歌
風
か
ら
第
二
期
と
第

三
期
の
間
に
お
く
。

小
西
甚
一

（
一
九
四
九
）

三
期

（
大
き
く
は

二
期
）

Ａ
「
古
」

　

Ｉ 
淳
仁
～
平
城

＊
暗
黒
時
代
嵯
峨
～
文
徳

Ｂ
「
今
」

　

Ⅱ 

清
和
～
光
孝

　

Ⅲ 

宇
多
～
醍
醐

文
学
史
的

視
点

天
皇
の
在
世
期
間
に
よ
る
区
分

（
詠
作
の
年
代
）

一
期
の
直
截
的
歌
風
、二
期
の「
倚

傍
表
現
」（
表
現
の
年
代
）

一
期
と
二
期
の
歌
の
違

い
は
「
倚
傍
表
現
」
に

よ
る
と
す
る
。

佐
伯
梅
友

（
解
説
西
下
経
一
）

〔
三
五
〕

（
一
九
五
八
）

三
期

Ⅰ �

初
期（
な
ら
の
み
か
ど〔
平
城
天
皇
〕、

菅
野
高
世
、
小
野
篁
な
ど
）

Ⅱ 

中
期
（
六
歌
仙
時
代
）

Ⅲ 

後
期
（
撰
修
時
代
）

人
物
に
よ

る
視
点

解
説
内「
作
者
」の
項
で
説
明（
詠

者
の
年
代
）

小
沢
正
夫

〔
三
六
〕

（
一
九
六
一
）

三
期

Ⅰ 

嵯
峨
、
淳
和
、
仁
明

Ⅱ 

文
徳
、
清
和
、
陽
成
、
光
孝
、（
宇
多
）

Ⅲ 

宇
多
、
醍
醐
、
朱
雀　

文
学
史
的

視
点

表
現
に
よ
る
区
分（
表
現
の
年
代
）

各
期
を
人
物
で
も
代
表
さ
せ
る

（
詠
者
の
年
代
）

第
一
期
に
含
め
る
。

島
田
良
二

（
一
九
七
〇
）

（
三
期
が
前

提
）

Ⅱ 

仁
明
～
光
孝

社
会
史
的

視
点

歴
史
的
背
景
に
よ
る
区
分
（
詠
作

の
年
代
）



49

古今集における年代区分の再考（一）　小橋　龍人

新
井
栄
蔵

〔
三
七
〕

（
一
九
九
八
）

二
期

Ａ �

前
期
（
光
孝
の
治
世
ま
で
〔
八
八
七

年
以
前
〕）

Ｂ �

後
期
（
宇
多
の
治
世
以
後
〔
八
八
七

年
以
後
〕）

和
歌
史
的

視
点

寛
平
后
宮
歌
合
、『
新
撰
万
葉
集
』、

『
句
題
和
歌
』
か
ら
宇
多
の
治
世

で
前
後
期
を
分
け
る
（
詠
作
の
年

代
）

前
期
は
小
野
篁
と
六
歌
仙
、
後
期

は
藤
原
敏
行
、
素
性
と
撰
者
を
代

表
さ
せ
る
（
詠
者
の
年
代
）

片
桐
洋
一

（
一
九
九
八
）

三
期

（
大
き
く
は

二
期
）

Ａ
「
古
」

　

Ⅰ 

（
左
注
歌
な
ど
に
よ
り
、
奈
良
～

平
安
初
期
に
限
ら
れ
な
い
と
す
る
）

Ｂ
「
今
」

　

Ⅱ 

仁
明
初
期
～
清
和
あ
た
り
ま
で

　

Ⅲ 
元
慶
年
間
～

表
現
史
的

視
点

通
説
に
立
っ
た
と
す
る
上
で
、
表

現
の
変
遷
を
指
摘（
詠
者
の
年
代
・

表
現
の
年
代
）

読
人
知
ら
ず
時
代
以
外

の
も
の
あ
る
と
す
る
。

片
桐
（
一
九
七
〇
）
は

三
期
の
中
に
位
置
づ
け

な
い
。

表
の
「
区
分
の
基
準
」
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
細
部
で
三
要
素
を
混
同
し
た
年
代
論
が
見
受
け
ら
れ
る
。

次
に
、
三
要
素
の
混
同
の
み
な
ら
ず
、「
区
分
」
と
「
各
期
の
年
代
」
を
み
る
と
、
年
代
区
分
の
示
す
時
代
観
が
そ
れ
ぞ
れ
で
相
当

に
異
な
っ
て
い
る
こ
と
も
わ
か
る
。
三
期
区
分
は
安
田
が
い
う
よ
う
に
古
今
集
の
序
（
特
に
仮
名
序
）
に
か
な
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ

て
お
り
、多
く
の
研
究
は
そ
の
「
古
」「
近
き
世
」「
今
」
か
ら
三
つ
の
時
代
区
分
を
用
い
て
い
る
が
、先
行
研
究
で
は
谷
鼎
、小
西
甚
一
、

片
桐
洋
一
な
ど
、
三
期
区
分
の
上
位
に
二
期
区
分
を
み
る
も
の
、
新
井
栄
蔵
の
よ
う
に
二
期
区
分
の
み
を
設
け
る
も
の
も
あ
る
。
こ
れ

ら
は
「
古
」「
今
」
の
認
識
と
関
わ
っ
て
く
る
。
し
か
し
、
小
西
と
片
桐
は
「
古
」
と
「
今
」
の
中
で
六
歌
仙
期
を
「
今
」
に
位
置
づ

け
て
い
る
が
、
谷
の
六
歌
仙
期
に
対
す
る
見
方
は
両
者
と
は
異
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
六
歌
仙
期
に
あ
た
る
時
代
を
「
前
期
」
に
位
置

づ
け
る
新
井
の
見
方
と
等
し
い
の
で
あ
っ
て
、
先
行
研
究
に
お
い
て
は
「
古
」「
今
」
の
二
期
区
分
に
お
け
る
六
歌
仙
期
の
扱
い
に
つ
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い
て
も
見
解
が
分
か
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
古
今
集
歌
の
時
期
区
分
の
や
り
方
と
し
て
三
期
に
区
分
す
る
こ
と
自
体
が
そ
も
そ
も
妥
当
か
と
い
う
問
題
も
当

然
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に
「
古
」「
今
」
の
二
期
区
分
に
つ
い
て
も
再
検
討
の
必
要
が
あ
ろ
う
。
仮
に
古
今
集
の
序
に
示
さ

れ
て
い
る
と
さ
れ
る
三
期
区
分
を
考
慮
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
詳
細
な
表
現
や
詠
者
の
年
代
の
分
析
の
結
果
が
三
期
区
分
と
関
連
し
て
ど

の
よ
う
に
表
わ
れ
て
い
る
か
、
ま
た
は
三
区
分
を
ど
う
捉
え
直
せ
る
か
と
い
う
方
向
で
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
も
そ
も
三
期

区
分
が
序
の
い
う
年
代
区
分
観
と
等
し
い
か
と
い
う
具
体
的
検
討
が
な
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
つ
ま
り
、「
古
」「
今
」
が
何
か
と
い
う

こ
と
、
年
代
区
分
観
そ
の
も
の
の
認
識
の
整
理
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
こ
れ
が
第
二
の
問
題
で
あ
る
。

最
後
に
、
代
表
的
な
年
代
区
分
の
研
究
で
あ
る
小
沢
論
で
は
、
三
期
を
厳
密
に
設
定
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
人
物
の
年
代
比
定

の
「
妥
当
」
性
の
判
断
に
お
い
て
、三
期
へ
の
分
類
基
準
が
生
年
、没
年
、活
躍
年
な
ど
分
か
れ
て
お
り
、論
と
し
て
一
定
し
て
い
な
か
っ

た
。
詠
者
が
ど
の
年
代
の
人
物
か
の
批
判
も
な
さ
れ
ず
に
小
沢
論
な
ど
の
先
行
論
が
利
用
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
の
は
研
究
に
お
い
て
改

善
を
要
す
る
点
で
あ
る
。
他
に
も
、
人
物
が
ど
の
時
期
に
当
る
か
は
第
二
の
問
題
と
も
関
わ
る
が
、
安
田
や
小
西
説
に
お
け
る
二
期
の

人
物
が
、
小
沢
論
で
は
三
期
に
な
っ
て
い
る
な
ど
の
問
題
も
あ
る
。
詳
細
に
人
物
の
年
代
の
視
点
か
ら
分
析
す
る
な
ら
ば
、
安
田
の
よ

う
に
四
期
区
分
な
ど
も
想
定
で
き
、
生
年
を
基
と
し
た
世
代
的
な
違
い
を
も
含
め
て
考
察
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
詠

者
の
年
代
比
定
が
第
三
の
問
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
に
お
い
て
先
行
す
る
年
代
区
分
論
そ
の
も
の
の
問
題
を
確
認
し
、
整
理
し
た
今
、
そ
も
そ
も
三
期
の
区
分
が
妥
当
か
と
い
う
視

点
と
、
詠
者
の
年
代
の
再
検
討
と
い
う
二
つ
の
問
題
に
つ
い
て
、
よ
り
具
体
的
に
論
じ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ

の
点
に
つ
い
て
次
稿
で
展
開
す
る
。
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〔
一
〕　

�

平
沢
竜
介
や
鈴
木
宏
子
、
平
野
由
紀
子
の
論
考
。
諸
論
の
所
在
は
本
論
第
三
節
引
用
論
文
内
注
（
５
）、
本
論
の
注
〔
一
九
〕、
注
〔
二
三
〕
参
照
。

〔
二
〕　

注
〔
二
〇
〕
参
照
。

〔
三
〕　

注
〔
二
二
〕
参
照
。

〔
四
〕　

金
子
元
臣
『
古
今
和
歌
集
評
釈
』（
明
治
書
院　

一
九
〇
一
～
一
九
〇
八
年
、
昭
和
新
版　

一
九
二
七
年
。
引
用
は
後
者
に
よ
る
）。

〔
五
〕　

古
今
集
の
序
文
に
「
古
」「
近
き
世
」「
今
」
と
、
漠
然
と
だ
が
時
代
を
指
す
語
が
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

〔
六
〕　

�

藤
原
定
家
『
近
代
秀
歌
』
に
「
お
よ
ば
ぬ
高
き
姿
を
願
ひ
て
寛
平
以
往
の
歌
に
な
ら
は
ば
」
と
あ
り
、
賀
茂
真
淵
『
古
今
和
歌
集
打
聞
』
に
は
し
ば
し

ば
「
弘
仁
の
比
な
ど
の
人
の
歌
ざ
ま
な
る
べ
し
」
と
い
っ
た
こ
と
ば
が
み
え
、
年
代
に
よ
る
歌
の
「
姿
・
さ
ま
」
に
違
い
が
あ
る
と
い
う
見
方
は
、
古

く
か
ら
さ
れ
て
い
る
。

〔
七
〕　

傍
点
、
圏
点
は
原
文
に
よ
る
。

〔
八
〕　

�

池
田
正
俊
・
安
田
喜
代
門
『
口
訳
対
照 

古
今
和
歌
集
』（
中
興
館　

一
九
二
九
年
）
の
他
、
安
田
『
年
代
順
作
者
別 

古
今
和
歌
集
』（
春
陽
堂　

一
九
三
二
年
）、
安
田
『
古
今
集
時
代
の
研
究
』（
六
文
館　

一
九
三
二
年
）
な
ど
が
あ
る
。

〔
九
〕　

同
書
「
古
今
集
概
説
」。

〔
一
〇
〕
注
〔
九
〕
も
参
照
。

〔
一
一
〕�

窪
田
空
穂
『
古
今
和
歌
集
評
釈
』（
東
京
堂
出
版　

一
九
三
五
年
、
改
訂
版　

一
九
六
〇
年
）。

〔
一
二
〕�『
詞
花
和
歌
集
』（
雑
下
・
三
七
二
・
西
行
）
の
「
身
を
捨
つ
る
人
は
ま
こ
と
に
捨
つ
る
か
は
捨
て
ぬ
人
こ
そ
捨
つ
る
な
り
け
れ
」
が
読
人
知
ら
ず
で
と

ら
れ
て
い
る
話
が
こ
の
例
と
し
て
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
。

〔
一
三
〕
太
田
水
穂
『
日
本
和
歌
史
論
』
中
世
篇
（
岩
波
書
店　

一
九
四
九
年
）。

〔
一
四
〕
秋
山
虔
「
六
歌
仙
時
代
と
は
何
か
」（『
国
文
学 

解
釈
と
教
材
の
研
究
』
二
八
―
九　

一
九
八
三
年
七
月
）。

〔
一
五
〕
宇
佐
美
昭
徳
「
読
人
し
ら
ず
歌
」（『
古
今
和
歌
集
論 

万
葉
集
か
ら
平
安
文
学
へ
』
笠
間
書
院　

二
〇
〇
八
年　

第
二
章
）。

〔
一
六
〕
小
西
甚
一
校
註
『
古
今
和
歌
集
』
校
註
国
文
学
叢
書
44
（
講
談
社　

一
九
四
九
年
）。

〔
一
七
〕
同
書
解
説
内
「
歌
風
の
特
色
と
代
表
的
歌
人
」。

〔
一
八
〕
注
〔
九
〕
の
文
献
参
照
。
安
田
の
い
う
第
二
期
と
第
三
期
で
あ
る
。

〔
一
九
〕�

鈴
木
宏
子
「『
古
今
和
歌
集
』
の
文
学
史
」（
秋
山
虔
『
平
安
文
学
史
論
考 
武
蔵
野
書
院
創
立
90
周
年
記
念
論
集
』
武
蔵
野
書
院　

二
〇
〇
九
年
。
の

ち
鈴
木
宏
子
『
王
朝
和
歌
の
想
像
力
―
古
今
集
と
源
氏
物
語
―
』
笠
間
書
院　

二
〇
一
二
年
。
引
用
は
前
者
に
よ
る
）。
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〔
二
〇
〕�

小
沢
正
夫
校
注
・
訳
『
古
今
和
歌
集
』
日
本
古
典
文
学
全
集
７
（
小
学
館　

一
九
七
一
年
）
の
前
に
小
沢
正
夫
『
古
今
集
の
世
界
』（
塙
書
房　

一
九
六
一
年
、
増
補
版　

一
九
七
六
年
）
が
あ
り
、
そ
の
成
果
は
小
沢
正
夫
編
著
『
作
者
別
年
代
順 

古
今
和
歌
集
』（
明
治
書
院　

一
九
七
五
年
、
増

補
版　

一
九
九
〇
年
）
に
結
実
し
て
い
る
。

〔
二
一
〕
同
書
、
一
二
三
頁
。

〔
二
二
〕
島
田
良
二
「
六
歌
仙
時
代
」（
の
ち
『
古
今
集
と
そ
の
周
辺
』
笠
間
書
院　

一
九
八
七
年
）。

〔
二
三
〕�
平
野
由
紀
子
「
仁
明
朝
の
和
風
文
化
と
六
歌
仙

―
掛
詞
・
物
名
・
竹
取
物
語

―
」（
増
田
繁
夫
・
小
町
谷
照
彦
・
鈴
木
日
出
男
・
藤
原
克
己
編
『
古

今
和
歌
集
の
生
成
と
本
質
』
古
今
和
歌
集
研
究
集
成
第
一
巻　

風
間
書
房　

二
〇
〇
四
年
。
の
ち
平
野
由
紀
子
『
平
安
和
歌
研
究
』
風
間
書
房　

二
〇
〇
八
年
）。

〔
二
四
〕
片
桐
洋
一
「
よ
み
人
し
ら
ず
時
代

―
特
に
そ
の
古
今
集
ら
し
さ
に
つ
い
て

―
」。
圏
点
は
原
文
に
よ
る
。

〔
二
五
〕
片
桐
洋
一
『
古
今
和
歌
集
全
評
釈
』（
講
談
社　

一
九
九
八
年
）。

〔
二
六
〕「
凡
例
」（
小
沢
『
作
者
別
年
代
順 

古
今
和
歌
集
』）。

〔
二
七
〕
三
善
清
行
「
藤
原
保
則
伝
」（『
古
代
政
治
社
会
思
想
』
日
本
思
想
大
系
８　

岩
波
書
店　

一
九
七
九
年　

六
七
頁
）。

〔
二
八
〕�

八
〇
九
年
以
前
の
人
物
で
あ
る
衣
通
姫
、
あ
め
の
み
か
ど
、
近
江
采
女
、
柿
本
人
麻
呂
、
中
臣
東
人
、
阿
倍
仲
麻
呂
、
橘
清
友
の
七
人
は
時
代
が
大
き

く
異
な
る
た
め
、
こ
こ
で
は
省
い
て
い
る
。

〔
二
九
〕
萩
谷
朴
編
著
『
平
安
朝
歌
合
大
成
』
増
補
新
訂　

第
一
巻
（
同
朋
舎
出
版　

一
九
九
五
年　

三
一
頁
）。
同
歌
合
は
撰
歌
歌
合
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

〔
三
〇
〕�

そ
れ
ぞ
れ
『
万
葉
集
』
の
「
為き

み
が
た
め君　

山
田
之
沢　

恵
具
採
跡　

雪
消
之
水
尓　

裳
裾
所
沾
」（
巻
一
〇
・
一
八
三
九
）
や
「
従
明
日
者　

春
菜
将
採
跡　

標
之
野
尓　

昨
日
毛
今
日
母　

雪ゆ
き

波は

布ふ

利り

管つ
つ

」（
巻
八
・
一
四
二
七
・
山
部
赤
人
）、「
多
麻
河
泊
尓　

左
良
須
弖
豆
久
利　

佐さ

良ら

左さ

良ら

尓に　

奈
仁
曽
許
能

兒
乃　

己
許
太
可
奈
之
伎
」（
巻
一
四
・
三
三
七
三
・
東
歌
）
や
『
続
日
本
紀
』
の
「
新
年
始
邇　

何
久
志
社　

供
奉
良
米　

万よ
ろ

代づ
よ

摩ま

提で

丹に

」（
巻

一
四
・
天
平
十
四
年
正
月
壬十

六
日戌
条
）
な
ど
と
類
型
を
な
し
て
い
る
。

〔
三
一
〕
契
沖
『
古
今
余
材
抄
』
二
四
九
番
歌
詞
書
注
（
久
松
潜
一
校
訂
代
表
『
契
沖
全
集
』
第
八
巻　

岩
波
書
店　

一
九
七
三
年
）。

〔
三
二
〕�

藤
原
清
輔
『
袋
草
紙
』
に
「
人
の
い
と
知
ら
ざ
る
古
歌
な
ど
は
読
む
べ
き
事
か
。
見
知
る
こ
と
な
く
て
撰
集
に
入
り
な
ば
、吾
が
物
に
成
り
了
る
」（
藤

岡
忠
美
校
注
『
袋
草
紙
』
新
日
本
古
典
文
学
大
系
29　

岩
波
書
店　

一
九
九
五
年
）
と
あ
り
、
古
今
集
時
代
に
も
古
歌
を
詠
出
し
た
人
が
「
読
人
」
と

し
て
記
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
な
ら
ば
、
そ
の
歌
が
「
詠
者
の
年
代
」
と
相
違
す
る
こ
と
は
あ
り
得
る
。

〔
三
三
〕
西
下
経
一
『
古
今
和
歌
集
』
日
本
古
典
全
書
（
朝
日
新
聞
社　

一
九
四
八
年
）。

〔
三
四
〕
谷
鼎
『
古
今
和
歌
集
評
解
』（
有
精
堂　

一
九
四
九
年
）。

〔
三
五
〕
佐
伯
梅
友
『
古
今
和
歌
集
』
日
本
古
典
文
学
大
系
８
（
岩
波
書
店　

一
九
五
八
年
）。
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〔
三
六
〕�

小
沢
（
一
九
七
一
）
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
「
時
代
」
が
「
時
期
」
と
な
り
、
Ⅲ
は
「
撰
者
時
代
」
か
ら
「
撰
者
た
ち
の
時
期
」
と
名
称
に
若
干
変
更
が
あ

る
。

〔
三
七
〕
新
井
栄
蔵
・
小
島
憲
之
校
注
『
古
今
和
歌
集
』
新 

日
本
文
学
大
系
5
（
岩
波
書
店　

一
九
八
九
年
）。


